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医師の心得

１．私たちは，皆さまの
　　健康状態をよくお聞きします。

２．私たちは，皆さまに
　　最善の医療を提供できるよう心がけます。

３．私たちは，皆さまに
　　医療内容をよく説明し，一緒に医療を行います。

４．私たちは，皆さまの
　　「知る権利」・「知りたくない権利」を大切にします。

５．私たちは，皆さまの
　　健康維持と医療の質の向上に尽くします。

（平成14年３月 12日制定）

公益社団法人　宮崎県医師会

第910号２　令和７年６月 日 州 医 事

〔表紙作品：日本画〕

宮崎市　大　西　敦　子
おお　  にし     あつ　　こ

飫肥城大手門
　どっしりとした大きな門，苔むした石垣。
　何百年もの月日が流れても同じ場所に立ち，
変わりゆく周囲をどう受け止めているのかと思
います。

（会員家族）
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会長のページ

幸 福 度
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　さまざまな統計が多くの機関から発表されています。興味を引いた統
計で，「幸福度」なるものがありました。それによれば，昨年の宮崎県
は全国都道府県で３位でした。１位は連続して沖縄県，２位は大分県で
した。評価の根拠となる因子は７項目です。「健康」「家族・家庭」「友
人・知人」「恋愛」「収入・財産」「仕事・学業」「趣味・娯楽」を数値化し
ています。以前は収入や裕福さが幸福の重要指標でしたが，昨今は自然
やよい環境が求められているようです。時代の求めるものが違ってきて
いるのでしょうか。世界では意外なことにブータンが幸福な国と言われ

ています。今回の評価は少し異な感じもしますが，単純に好意的に受け止めて喜ばしく思います。
　宮崎県は，農産物，海産物，森林資源が豊富で，自然や気候に恵まれています。さらに，全国一に
評価されたものが数多くあります。宮崎牛，ふるさと納税，日照時間，焼酎出荷量，餃子の一人当た
り消費量等々，分野ごとに検索すればまだまだあります。しかし，以前に比べて劇的な変化があった
わけではありません。若者の都会志向は変わりませんし，人口減少は続いており，地域医療も厳しい
状態です。それでも以前に比べて徐々にではあっても生活の利便性は向上していますし，欠点として
いわれる知名度が低いこと，アクセスが悪いことも，視点を変えればそれが自然を守るなどと利点に
もつながります。同じ事柄でも見方によっては欠点と長所は紙一重です。古くは県内市町村が押しな
べて都会化を目指した時代もありました。今では地方のよさ・魅力を再認識し，それを生かそうとし
ています。県でも幸福度の向上に力を入れているようです。
　データは因子や読み方によって評価が違ってきます。注意すべきは，結果を見据えた恣意的なデー
タの採り方です。「幸福度」は漠然としており，個人によっても基準が異なりますし，時期や立場，
年齢によっても違ってくるものと思われます。上記の因子のみではとても表現しきれません。「愛が
全て」という歌もあります。神社仏閣の絵馬には「健康」「家内安全」「合格祈願」などが多く，TVド
ラマでは「家庭の団欒」が幸福の象徴として取り上げられています。古の求道者は「道を究める」の
が幸せであり，その他「飲・食・寝」「スポーツ・芸術」「信仰」「出世」「日々平穏」等々因子は無数
に考えられ，それらの因子を加味すれば評価は違ったものになるでしょう。医療人としては「医療・
福祉の充実」も挙げたいところです。
　皆様にとりまして幸福度を評価する基準は何で，その満足度はいかがでしょうか。重ねて宮崎の住
み心地はいかがでしょうか。

（令和７年５月15日）
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日州医談

宮崎県医師会「医師会組織強化・将来構想委員会」
設置と活動報告（10か月）

宮崎県医師会 常任理事　大
おお

　塚
つか

　康
こう

二
じ

朗
ろう

委員会設立の経緯
　R4.６月　日本医師会松本会長は所信表明に
て，「医師会の組織力強化は喫緊の課題であり
最重要事項の一つであると認識している」と
述べられた。昨今の医療を取り巻く環境の変化
に対応していくために，政財界との連携，行政
との協議や折衝の充実，対外的な存在意義を高
めることが重要だからである。しかし実際は将
来の医療界を担う若手医師が，さまざまな事情
から医師会が近い存在ではないという現状があ
る。そのため若手医師に対して医師会活動の理
解を深めるため，医師を志したときや医学生の
とき，そして働き始めた後も医師会業務の啓発
活動や参加型の活動を呼びかける必要がある。
日本医師会の組織力強化の具体的な取組みとし
て，R5.４月より医学部卒業５年間の会費減免
期間を設け会費無料の施策が実施されている。
そして全国の医師会に向けて，６年目以降継続
して医師会活動をしてもらえるよう組織力強化
の協力を求められたことに対し，R6.７月河野
会長の指示のもと，宮崎県医師会において「組
織強化・将来構想委員会」が設置された。

小委員会設置と活動方法
　本委員会は，宮崎県医師会河野会長以下全理
事23人で構成される。R6.７月小牧・金丸副会
長と50歳前後の理事６名，計８名にて「小委
員会」が設置された。R6.７月から１回/月の小
委員会を開催し（R7.４月まで８回開催），会
員・非会員問わずあらためて「医師会の役割を
理解してもらうためにどのような広報活動・対
策をすべきか？」と議論を重ねてきた。そして

議論した内容の実効性や有用性を精査し，全理
事対象の「本委員会」で報告し意見を求めた

（R7.４月まで２回開催）。そして本委員会の中
で指摘のあった課題を修正し，計画を実行，
再び小委員会で結果について議論するという
PDCAサイクルのフレームワークで実施した。

宮崎県の現状は？
　宮崎県内の医師数はおおむね3,000人，R6.12
月現在宮崎県医師会会員1,932人，医師会加入
率は63.9％と全国７位である。そのうち勤務医
の割合が最も多く1,171人（５年間会費無料効
果で増加傾向）と７割を占める。郡市医師会
では小規模な医師会ほど入会率は高い傾向にあ
る。多くの未入会医師は，開業するタイミング
まで医師会の正確な情報・メリットはほとんど
伝わらず，医師会批判をするSNSやコメンテー
ター情報に左右されやすい。

現在行われている対策と課題
① 初期研修医に対しては，４月に行われるAll 

Miyazaki研修医スタートアップセミナーに

PDCAサイクル

※⑤はR7.６月
　ごろ予定
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て説明会を開催し，５年間会費無料効果も
あり95％以上入会している。しかし６年
目以降は会費が発生するため十分な理解を
持って継続してもらう必要がある。そのた
め最初の５年間で医師会の魅力・必要性を
伝えていくことが医師会執行部の責務である。

② 未入会の中堅医師へのアプローチは困難さが
ある。医師歴が長くなると個別に必要なメ
リットが変わってくるため，それぞれの要
求に対し，臨機応変に対応する必要が出て
くる。そのためには広報する側が医師会の
業務に精通し，医師会の役割を丁寧に説明
できなければ信用を得られない。「医師が
医師会を持つこと，医師会に入ることのメ
リット」をあらためて医師会会員に周知す
る必要がある。

執行した事業・継続中の事業
活動記録①　郡市医師会と県医師会の交流

　郡市・県・日本医師会は三層構造であり，
十分な情報共有をすることが重要である。そ
のため河野会長・県医師会担当理事が，下記
郡市医師会の理事会に参加させていただい
た。時間をいただき組織力強化の必要性の説
明を行った。まだ未実施の郡市医師会にはこ
れからご連絡させていただく予定である。

【２/５宮崎市郡医師会　２/10延岡市医師会　
３/12都城市北諸県郡医師会】

活動記録②　宮崎大学病院・医学部教授へのア
　　　　　　プローチ

　２/19宮崎大学病院運営委員会（※病院
長，教授など30人近く参加される会議）に医
師会の説明会の場を設けていただいた。現在
のさまざまな要因による病院経営の困難さ，
診療報酬問題，医政の重要性など，大学の先
生方の協力が必要不可欠であることを訴え，
医師会に対する理解，入会をお願いした。ま
だ最終人数は確定していないが，半数近い先
生に入会の可能性を示唆いただいた。

活動記録③　医師協同組合パンフレット改訂
　県医師会の入会のメリットである医師協同
組合の事業であるが，若手医師が対応しやす
いようにQRコードからホームページに入れ
るように改訂した。これにより説明側も細か
い数字まで覚えていなくても説明しやすく
なった。

活動記録④　R7.４/19日本医師会未来ビジョン
　　　　　　若手医師の挑戦（Web会議）出席

　３名の初期研修医の先生に参加いただき，
理事３人とWeb会議前後１時間以上にわたり
交流会を行った。医師会とは何か・何があっ
たら嬉しいか？というテーマで話をすること
で，若い先生の疑問や，医師会に求めるもの
が分かった。医師会継続いただくために，改
善すべき点のアドバイスをいただけた。

活動記録⑤　※斬新なアンケート作成（６月ご
　　　　　　　ろ実施予定）

　医師会や医療に対するアンケートは種々存
在するが，同じようなものが多いのではない
かとの意見が出ていた。そのため今回は，若
手医師が今後の医療体制に対し危機感を感じ
てもらえる内容の質問を数か月かけて議論し
作成した。R7.６月ごろ，宮崎大学医学部学
生や関係機関に配布させていただき，アン
ケート結果の統計を取った後に対策を講じて
いきたい。

今後の展望
　先人の先生方が医療の危機の際に必死に医師
会活動を行っていただき，今日の国民皆保険制
度に至っている。現在の医療情勢を鑑みると，
今に生きる我々が必死に対策を講じなければ，
多くの医療従事者が苦しい状況に陥ると思われ
る。その打開策の組織力強化として，組織強
化・将来構想委員会では医師会入会・説明会に
関しさまざまな計画を立案中である。「国民の
生命と健康を守るため，医師の医療活動を守る
ため」，医師会の組織活動があることを，一人
でも多くの医師に理解し一緒に活動いただける
ような情報提供を行っていきたい。
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日南市 愛泉会日南病院　山
やま
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　終活のお年頃である。死後に見られてまずそ
うなものは今のうちに処分しとかなければなら
ない。さすがにもうエロ本はないが，日記や手
紙の類も他人に見せて自慢できるようなものも
なく，残しておきたいようなエピソードも大し
て思い浮かばない。しかし処分する前にと，断
片的に綴られた日記などを読み返していたら，
記憶の片隅に沈んでいた出来事が少々蘇ってきた。
　50年以上前の話になる。大学時代の夏休み，
アルバイトに東京まで出て，ひと夏飯場で働い
た。桜島の灰が降る中，クーラーもない下宿部
屋で窓を閉め切っての夏休みもしんどい。東京
も見たかったし，三食＆宿付きで滞在中あまり
金を使わなくても済むだろうと考えてのことで
ある。理屈をつけるなら，医療従事者にとって
ためにならない経験はない，学生時代は，医者
になってからでは見ることのできない世界を見
ておける貴重な時間であるというところか。岡
林信康の「山谷ブルース」が流行っていた影響
もあったか。
　どこでどう探して転がり込んだかは定かでは
ないが，首尾よく飯場で１か月間仕事にありつ
いた。飯場の大将は筋骨たくましい在日朝鮮の
おっさんで，仕事の手配を兼ねていた。同じ１
か月間のアルバイトの大学生が他にも数人い
た。おっさんは「お～若くて活きのいいのが結
構いるな，そのうち夜に女でも投げ込んでやる
からな」と威勢がよかったが，口先だけだった

（ちょっと期待したのに…）。飯はいくら食べ
てもいいぞというのは本当だったが，２杯目か
らのおかずはキムチだけだった。仕事はNTT
の配線用の土管の埋め込み作業で，大筋はショ
ベルカー（ユンボ）がやるが，細かいところは
手掘りである。スコップで掘ったり土管を並べ
ていくのが主な仕事だった。肉体労働だが，高

校時代の柔道部の夏の合宿と比べれば大してき
ついものでもない。合宿はまだ伝統的なしごき
と根性論の世界だった。昼間徹底的にしごか
れ，夜飯を食おうにもレモンをまるかじりして
も唾液が出ず，にぎり飯をやかんの水で流し込
んでなんとか凌ぐようなありさまだった。それ
に比べれば，飯場の肉体労働は金もらって筋ト
レしているようなもので，さぼるほどのもので
もない。いそいそと働いた。スコップの使い方
にもすぐ慣れ，「なかなか筋がよいな。お前は
人間ユンボだな」とうれしいあだ名も頂戴した

（まあ，調子よくおだてられて働かされていた
ようなものだが）。そうはいっても最初の数日
で４～５kg体重が落ちた。主に水が合わない
というか，下痢と，好きなだけ食べてよいとい
われてもおかずがキムチだけでそのせいだった
が，次の１週間くらいで元に戻った。柔道部で
しごかれた肉体が役立った。仕事現場は体育大
学の近くだった。土壕の中でスコップをふるっ
ていると，時々女子大生の一群が短パン姿で穴
の近くを走って行く。そんなときは作業の手を
休め，みんなで魅入っていた。穴の中から見上
げる揺れる胸元，短パンからすらりと伸びた太
腿や下腿三頭筋の滑らかなレリーフがまぶし
かった。時々交代で交通整理の仕事もあった。
慣れない旗振りで「なにやっとんじゃ～，ぶつ
かるじゃね～か～！」と怒鳴られることもあっ
たが，「おう兄ちゃん，がんばってるね」と声
をかけてくれるやさしいトラックの運転手もい
た。鉄骨を組んで，それをハッカーという道具
でワイヤー締結し固定する仕事もあったが，の
ちに整形外科に入局して手術のとき，そっくり
の道具が出てきた。医療用としては高価なもの
だが，機能的には同じものが，DIY店で買えば
10分の１以下の値段だった。他にもホルダー付
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きのねじ回しなど，入局後新製品として出てき
た手術道具で，そのときすでに工事現場では使
われていたものもあった。
　一緒に働いていたバイトの大学生ともすぐ友
達になった。学生運動崩れみたいな鬱屈した感
じの輩もいたが，一人は当時日本のチベットと
言われた（そう本人が言っていた）岩手の出身
で，宮沢賢治の熱心な読者だった。初めて生で
聞く東北弁がワクワクもので新鮮だった。かね
てから議論になっていた「永訣の朝」の「あめ
ゆじゅとてちてけんじゃ」が丁寧語なのか「雨
雪を取ってきて，賢治兄さん」という意味なの
か聞いてみたが，東北弁ネイティブの彼からも
明確な返答はなかった。最近NHKが後者の意
味で番組を放送したのを見て，『ほう結論が出
たのかな』と思ったら，後でクレームが殺到し
たらしい。今でも決着がついていない永遠の謎
のようだ。別れた後もしばらく文通を続けて
いたが（ケータイなどないころである），その
うち自然と沙汰止みになった。また一人は東
京の私立大学の学生で山梨に実家があった。

「盆休みは飯場も閉まって行くところがないだ
ろう，俺んとこに泊まりに来い」と実家に泊
まらせてくれた。ぶっきらぼうだが親切な男
だった。実家の人も優しく飯もたらふく食べさ
せてくれた。盆明けにはキムチ飯にも慣れ，肉
体的にはなんの問題もなくなった。夕食が終
わって大学生同士ががやがやと仲良くしている
とき，一人中卒か高卒と思しき若者がいて，話
の輪に加わるでもなく部屋の隅にいて少し寂し
気なまなざしで皆の話を聞いていた。彼はユン
ボの運転手で，我々よりはるかに稼ぎはよいは
ずだが，本当は自分も大学に行きたかったのか
もしれない。澄んだ瞳の無口な男で黙々とユン
ボを操っていた。ユンボで掘れるところは丁寧
に土をすくい上げてくれて，我々スコップ部隊
の仕事を楽にしてくれた。ヤクザあがりみたい
な初老のおっさんもいた。いろいろヤクザ同士
の出入りの武勇伝や女の自慢話をしていたが，
あるとき，「おう，若え～の，お前ら入れ墨す
るんじゃねえぞ，孫と一緒に風呂入れねえから
なあ」と，ちょっと真顔でつぶやいた。それが
勇ましい話をしていたヤクザのおっさんの最終
結論か～！？と思ったが，この年で飯場暮しも望
むところではなく，本当は孫と一緒にゆったり
と過ごしたいんだろうなと思うと親近感がわい
た。入局後，大学外来ですごんでいるヤクザっ
ぽい外来患者がいて皆ビビっていたが，このと
きの記憶もあり，『虚勢張っていても，所詮は

孫と楽しく風呂に入りたい普通のおっさんだよ
な』という思いで，ホイホイと近づいてクレー
ム対応していたら，後で柔道部出身の先輩ドク
ターから「お前，あんな男とよく普通に話せる
な！？」と自分のほうがビビられた。危機管理の
観点からは今ではご法度の危険な対応だが，飯
場の連中でやばい感じの男はおらず，総じて皆
優しかった。
　帰りはせっかくの稼ぎを旅費で減らすのも
もったいないと，東京から関西までは一晩かけ
て普通列車で帰った。当時東海道線を走る唯一
の長距離夜行普通列車で，学生連中からは「貧
者のための人民列車」と呼ばれていた。先日ラ
ジオで，それが一般には大垣列車というニック
ネームで呼ばれていたことを知った。発車の
何時間も前から乗客が列をなし，ぎゅうぎゅう
詰めの人気だったらしい。込み具合は覚えてい
ないが，さすがにゆっくりできた記憶はない。
ヨーロッパの国際長距離列車に乗ったときは

（このときはユーレイルパスという列車乗り放
題の格安チケットがあった）コンパートメント
式で４～６人座れる座席の一部屋に友人と２人
きりだった。座席を枠から外して床に敷き，そ
の上にゆったり寝ることができた。終着駅の列
車内で一晩過ごし宿代を浮かせたが，バック
パッカーなど貧乏学生には慣れたものだろう，
本当はダメなのだろうがヨーロッパの駅員も追
い立てたりもせず無視してくれた。
　稼いだ金でかねてから欲しかったステレオコ
ンポと電気コンロを買った。テレビはなくとも
音楽！の時代である。ぼちぼちとビートルズや
フォークやジャズ，クラシックのレコードを買
いためていった。我が貧乏学生連中の中ではか
なりの贅沢者である。電気コンロ一つ持ってい
れば物持ちだった我らの仲間，友達がインスタ
ントラーメンの袋１つ持って，「食わせろ」と
電気コンロを使いに来たりした。缶詰を開けて
電気コンロの上でぐつぐつ煮ながら皆で芋焼酎
を飲み交わし，それでバッハを語るのもオツな
ものだ。
　結構思い出の品ではあったが，それらは大学
を卒業するとき，後輩にみんな譲ってきた。所
詮は安物で，荷造りして持って回るほどのもの
でもない。医者になって稼いだ金でよいものを
買おうというのが自分で稼ぐことのステータス
でもあった。しかし，値段の張るものを買って
も，今度はゆっくり音楽でも聴こうという時間
の心の余裕，気力が湧いてこない。学生時代は
やはり贅沢な時間だったと今さらながら思う。
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随　　筆

広がる代行サービス

宮崎市　谷
たに

　口
ぐち

　二
じ

　郎
ろう

　数年前，目の前の３階建てのアパートの前に
赤色灯を回したパトカー，救急車，消防車など
が停まっていた。その周りに数人の警官と救急
隊員がその建物を取り囲んでいる。何か事件
か？もしかして殺人事件でも起こったのかと見
ていると，その３階のベランダに長いハシゴを
かけ隊員が登っていった。すると突然ハンマー
みたいなものでガラス窓をたたき割った。その
後何人かの人が中に入っていった。
　何事が起こったのか周りの人に尋ねてみる
と，近所の人が異臭がするのでもしかしたら何
かあるのではないかと警察に連絡したのだとい
う。しばらくするとタンカに乗せられた布に包
まれたものが降ろされた。後で聞いたらそこに
住んでいた住人の遺体だった。話によると男性
の高齢者で最近見かけなかったという。いわゆ
る孤立死と呼ばれるケースである。
　2024年に一人暮らしで自宅で亡くなった人
は７万6,020人。65歳以上の高齢者が５万8,044
人で８割近くを占めた。その中の４割近くが当
日か翌日に発見され，７割超は１週間以内に見
つかっていた。
　内閣府の作業部会が「孤立死」として位置付
けた死後８日目以降に発見されたケースは２万
1,856人。そのうち１か月以上は6,945人，１年
以上して見つかったケースは253人で孤立死す
る８割が男性だという。
　孤立死を年代別で多い順に見ると65～69歳 
3,102人，70～74歳 4,277人，75歳～79歳 4,044

人，80～84歳 2,502人。私が想像していた数よ
りもかなり多い数で驚いた。
　さて先日新聞を開くと「お墓参りサポートタ
クシー」という文字が飛び込んできた。一体何
だろうとよく見てみると，どうやら先祖のお墓
が遠い所にある人がお参りに行けないので，代
わりにお墓参りをしてくれるサービスらしい。
その内容は ①合掌 ②清掃（水鉢，花立て，線
香台）③お線香のお供え ④写真撮影（事前，
事後）⑤報告書提出。料金はタクシーの会社か
ら霊園・墓地までの片道運賃＋5,000円。オプ
ションとして造花お供え＋1,000円とある。場
所にもよるかもしれないが，１万円でお釣りが
くるくらいの値段の設定である。まぁわざわざ
行くことを考えるとリーズナブルな値段だろ
う。もし墓じまいして移すと数百万円はかかる
だろうから，手軽であることは間違いない。
　また他の日の新聞の広告には「60歳以上の方
必見」という見出しで次のように書いてあった。

『近年，急な手術や入院，更には高齢者施設
への入所の際に，病院・施設側から断られる
方が増えていることをあなたはご存じでしょ
うか？
　その理由は「身元保証人」を用意できない
から。事実，あるアンケートでは９割もの病
院や施設が，「入院・入所の際に，身元保証
人を求める」と回答しています。
　しかしながら，様々な理由で身元保証人を



日 州 医 事第910号 令和７年６月 9

用意できない人が増えています。例えば「配
偶者に先立たれて身寄りがない」「子供が遠
くに住んでいて，何かあってもすぐに駆け付
けられない」「大切な家族だからこそ，面倒
をかけたくない」などです。
　このような理由から，いざとなった時に身
元保証人の用意が間に合わず，苦労される方
が多くいらっしゃいます。
　こうした事態に備えて，身元保証人の用意
など，元気なうちから終活を行って老後に備
えておくことは非常に大切です。
　けれども，何から始めたらよいか，どのよ
うに進めたらよいか，分からない方も多いと
思います。「自分にはまだ早い」「何から始め
たらよいかわからない」「大事だとわかって
はいるが，面倒くさくて手を付けられていな
い」このように思う方は多いのではないで
しょうか？
　しかし，早いうちから準備しておかない
と，大変な状況になることも。実際に，準備
をしておくことが大切です。
　そのために当社では ①保険（専門家が設
計します）②通院（手続きから付き添いもし
ます）③介護（ご案内や見学同行をします）
④入院（身元保証人を承ります）⑤葬儀（ご
案内から手配もします）⑥お墓（ご納骨も承
ります）⑦相続（公正証書も作成します）。
現在２万名の会員がサービスを利用していま
す。全国に支部を配置。各専門家が登録され
ています。
　つまり当社で身元保証人，終活に関するあ
らゆるお困りごとに対して，トータルサポー
トが可能です。日常生活のサポートから，ご
逝去後の行政手続き，遺言の執行，納骨代
行，遺品整理など，さまざまな手続きも一つ
の窓口でご相談いただけるわけです。一度当
社にご連絡いただき，そのモヤモヤをスッキ
リさせて，素敵な人生を過ごしませんか。』

　なるほどすべての終活を代行してくれるな
ら，これほど便利なものはない。そう思ってし

まう。でも本当に安心なのだろうか。依頼する
にはやはりお金が必要だ。まず入会金が10万
円ぐらい，年会費が１～２万円かかる。その他
に預託金というものが必要だ。それは分かりや
すくいうと，自分の預金を預けるということに
なる。その金額は数百万円にもなる。それぞれ
必要なときに引き出される。もし不足が起こっ
たら，また残りの預金を預けるということにな
る。そのお金が全部なくなったところで終了と
なるので，ある程度の預金が必要になる。
　しかし，預託している会社が不正にお金を使
い込んだりするかもしれない。あるいは不要な
ことに使われるかもしれない。特に亡くなった
後は身の回りに誰もいなければ，残ったお金は
うやむやになって私用に使われる可能性があ
る。そのため，各市町村がそうした会社を認
証する制度を整備しなければならない。それに
は弁護士や司法書士などが介在することも必要
だろう。また，使われたお金の明細などが定期
的に送付されることもなくてはならない。すべ
てに目を光らせる責任者の存在が絶対必要であ
る。そして委託される人とのコミュニケーショ
ンも必要である。
　それには ①サービスの内容，費用などを説
明し，お互いに書類を交換すること ②預けた
お金が預けた会社の資金とは別に管理されるこ
と ③定期的に使われた項目と使われ先を報告
すること ④いつでも契約解除ができること ⑤
依頼者の考えに沿った会社であることなどが必
要だ。
　単身独身者は年々増加方向にある。65歳以上
の単身世帯は2020年には738万世帯だが，2050
年には1,084万世帯と推定されている。つまり，
30年間で５割も増えるのである。だからますま
すこのような代行サービスが増えていくに違い
ない。お一人様問題は他人ごとではない。明日
は我が身の問題かもしれないのだ。ましてや当
の本人の私が孤立死するかもしれないのだ。だ
から決して他人事とは思えない。
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随　　筆

日本一の石段と二股橋

延岡市 井上病院　石
いし

　橋
ばし

　俊
とし

　秀
ひで

　熊本県美里町は石橋で有名だ。今回は「日本
一の石段」とハートの影を映し出す“恋人の聖
地”「二股橋」を観光した。

日本一の石段（釈迦院御坂遊歩道）
　釈迦院は1,200年の歴史がある天台宗の名刹
で，西の高野山と呼ばれている。昭和53年から
10年かけて昭和63年３月に日本一の石段3,333
段が完成したそうだ。
　最初は意気揚々と登り始めた。最初の100段
目あたりに牛を祀ったお宮があり，御神籤が
販売されていた。その後も100段ごとに道標が
あり，途中に「先は長い…」「ちょっと休まん
ね？」という幟が掲げられていた。もう少し頑
張ろうと励まされた。
　また，階段の途中に石段駆け登り競争の歴代
の優勝者の石碑があった。男性では26分台，女
性では35分台の人もいた。途中で４歳の女の子
が元気に歩いているのに感心させられた。また，
70歳くらいの夫婦は毎週登っていると話された。
　石段の最後の方に御影石の提供者の石碑が
あった。岩手県青み御影石，大島産，愛媛県
産，遠くはソ連産，ブラジル産，アメリカ産や
南アフリカ産の物もあった。段々と足が上が
らなくなり，登りに約90分もかかってしまっ
た。登り切ると，「白龍が昇るが如し石段は
三三三三で日本一」と書かれた石碑が置いてあ
り，達成感が得られた（写真１）。
　下りの最後の100段あたりで，足が萎えて座
り込みしばらく動けなくて１時間かかった。

二
ふたまたばし

股橋
　津留川と釈迦院川の合流点に双子のようによ
く似た橋が直角に架けられている。10月～２月
の11：00～14：00ごろにかけて，ハート型の
影を映し出す（写真２）。

八角トンネル
　熊

ゆうえん

延鉄道は熊本駅から延岡駅まで鉄道をつな
ぐ壮大な計画があり，熊本駅から美里町の砥

と も ち

用
駅までつなげられ貨物や人を運んでいた。昭和

写真１　日本一の石段

写真２　二股橋のハート型の陰影
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39年に廃線になった。その廃線跡が一部残され
ていて，便宜的に「八角トンネル」と呼ばれて
いる。実際には，両脇の岩盤を支えるために八
角形をしたコンクリートのブロックで，７つが
連続していて，幻想的な雰囲気だった（写真３）。

道の駅 美里佐
さ

俣
また

の湯
　物産館には，地元の農産物がたくさん並んで
いた。シイタケのスープとオコシを土産に購入
した。佐俣の湯にはジャグジー，サウナと露天
風呂があった。お湯はトロリとした感じで心地
よくて，石段登りで疲れた体を癒やしてくれた。

大
おおくぼばし

窪橋
　美里町指定の文化財。嘉永２年（1849年）
に架橋された全長21m，高さ6.5mの単一アーチ
橋だ。橋の袂

たもと

には「車通すべからず」と書かれ
た石碑があった。

霊
れいだいきょう

台橋
　緑川本流の最大の難所 船津渓谷をまたぐ石
橋で，全長90ｍ，高さ16ｍの単一アーチ橋と
しては日本一の規模を誇っていた（写真４）。
昭和41年に鉄橋が架けられるまではバスやト
ラックが走り，物資や文化を渡していた。

お知らせ

地球温暖化防止対策（クールビズ）の実施について
　宮崎県医師会では，地球温暖化防止に向けて，５月１日から10月31日までの間，県医師
会館の冷房設定温度を上げ，常識的な判断による夏の軽装（クールビズ）の実践に取り組み
ます。
　会議などの場合でも軽装（ノーネクタイ・半袖など）で結構です。地球温暖化防止のた
め，ご理解とご協力をお願いいたします。

写真３　八角トンネル

写真４　霊台橋
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叙勲・祝賀

旭日双光章

山
やま

　村
むら

　善
よし

　教
のり

　先生（宮　崎）

令和７年春の叙勲において，保健衛生功労により旭日双光章を受賞されました。
衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念いたします。

瑞宝双光章

小
こ

　池
いけ

　祐
ゆう

　一
いち

　先生（延　岡）

令和７年春の叙勲において，学校保健功労により瑞宝双光章を受賞されました。
衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念いたします。
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「はまゆう随筆」原稿募集

　夏の恒例となりました７，８月号の「はまゆう随筆」を募集いたしますので奮って
ご投稿をお願いいたします。毎年皆様に大変ご好評いただいております。

　題　材　診療閑話，私の趣味，旅行記，スポーツ談義，詩，短歌，俳句など何でも
　　　　　結構です。なお，本文に関連した写真・イラストなども掲載できます。
　字　数　800字程度（字数が多い場合は「はまゆう随筆」として掲載できないこと
　　　　　がありますのでご了承ください）
　締　切　令和７年６月20日㈮
　　◎ 原稿に「はまゆう随筆」である旨とタイトル，氏名を先頭に付記してください。
　　◎ 掲載については，広報委員会にご一任くださいますようお願いいたします。
　　◎ 掲載はおひとり１編とさせていただきます。
　　◎ ご投稿の原稿が他誌に掲載，または投稿中の場合はその旨お知らせください。
　　◎ 原則として，原稿はお返しいたしません。返送を希望される方はその旨ご指
　　　 示ください。
　　◎ 日州医事は，会員以外（マスコミ・行政・図書館など）にも配布しています。
　留意事項
　　以下に該当する原稿は掲載できません。
　　◎ 著作権をはじめ，法令に定める権利やプライバシーを侵害するもの
　　◎ 誹謗中傷や差別など，他の団体，個人または読者に不利益や嫌悪感を与える
　　　 可能性があるもの
　　◎ 布教や政治活動など，特定の宗教上や政治上の信条に偏ったもの
　　◎ 公序良俗に反し，法律で禁止されている行為など，その他不適切と判断され
　　　 るもの
　　◎ 事実誤認，難解，過度な宣伝広告など

　原稿は主にメールにて受け付けております。ワードまたはテキスト形式で
作成・保存し，日州医事原稿専用アドレス（genko@miyazaki.med.or.jp）宛
にお送りください。もちろん，それ以外の方法（FAX，郵便など）でお送り
いただいても構いません。

　　　　　　　　　原稿送付・問合せ先
　　　　　　　　　　宮崎県医師会広報委員会　はまゆう随筆係
　　　　　　　　　　E-mail：genko@miyazaki.med.or.jp
　　　　　　　　　　〒880－0023 宮崎市和知川原１丁目101
　　　　　　　　　　FAX 0985－27－6550　TEL 0985－22－5118
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あなたできますか？
－令和５年度　医師国家試験問題より－

１．後天性の感音難聴を引き起こすウイルスはど
　れか。
　ａ　アデノウイルス
　ｂ　Epstein-Barr〈EB〉ウイルス
　ｃ　単純ヘルペスウイルス
　ｄ　風疹ウイルス
　ｅ　ムンプスウイルス

２．25歳の女性（２妊０産）。初経は12歳。４日
前から下腹部痛を自覚したため産科診療所を
受診した。月経周期は28日型，整，順。最終
月経は10日前から５日間。最近２年間に２回
人工妊娠中絶手術を受けた。身長160cm，体
重53kg。体温37.9℃。脈拍100/分，整。血圧
116/62mmHg。呼吸数20/分。腹部は平坦で，
下腹部に反跳痛を認める。内診で子宮は正常大
で圧痛を認める。付属器は痛みのため触知で
きない。腟鏡診で外子宮口に黄色膿性分泌物
を認める。血液所見：赤血球320万，Hb10.3g/
dL，Ht30％，白血球18,300（桿状核好中球
60％，分葉核好中球26％，好酸球０％，好
塩基球１％，リンパ球13％），血小板41万。
CRP16mg/dL。妊娠反応検査陰性。経腟超音波
検査で左卵管のソーセージ様腫大を認め，同部
が痛みの最強点となっている。
　まず投与すべきなのはどれか。

　ａ　抗菌薬
　ｂ　整腸薬
　ｃ　抗ウイルス薬
　ｄ　GnRHアゴニスト
　ｅ　グルココルチコイド

３．７か月の男児。頭部を前屈する動作を心配し
た両親に連れられて来院した。在胎40週，体
重3,020gで仮死なく出生した。追視・固視を１
か月，あやし笑いを２か月，定頸を３か月で認
めた。２週間前から両上肢を伸展挙上し，頭部
を前屈する動作が出現した。約10秒間隔で10
回以上反復し，次第に毎日みられるようになっ
た。同時期からあやし笑いが乏しくなり，寝返
りと坐位保持ができなくなった。
　可能性が高いのはどれか。

　ａ　West症候群
　ｂ　欠神てんかん
　ｃ　Lennox-Gastaut症候群
　ｄ　先天性筋強直性ジストロフィー
　ｅ　福山型先天性筋ジストロフィー

４．体液量に占める細胞外液量の割合が最も高い
　のはどれか。
　ａ　新生児
　ｂ　乳　児
　ｃ　幼　児
　ｄ　学　童
　ｅ　成　人

５．健康増進法で規定されていないのはどれか。
　ａ　健康日本21
　ｂ　受動喫煙防止
　ｃ　食事摂取基準
　ｄ　定期予防接種
　ｅ　国民健康・栄養調査

６．高齢者機能評価簡易版〈CGA7〉の項目に含
　まれないのはどれか。
　ａ　意　欲
　ｂ　経済状況
　ｃ　認知機能
　ｄ　基本的ADL
　ｅ　手段的ADL

７．摂取カロリーが約80kcalなのはどれか。
　ａ　鶏卵１個（約50g）
　ｂ　木綿豆腐１丁（約300g）
　ｃ　食パン６枚切り１枚（約60g）
　ｄ　米飯（炊飯後）茶碗１杯（約160g）
　ｅ　ビール中ジョッキ１杯（約570mL）

８．重症複合免疫不全症で正しいのはどれか。
　ａ　全身のリンパ節が腫大する。
　ｂ　ウィルスへの免疫は保たれる。
　ｃ　顕性遺伝（優性遺伝）の形式をとる。
　ｄ　血清免疫グロブリンは正常範囲である。
　ｅ　生後間もなくから体重増加は不良となる。

９．最近10年間の我が国の患者調査において65歳
　以上で患者数（外来）が最も多いのはどれか。
　ａ　糖尿病
　ｂ　緑内障
　ｃ　高血圧症
　ｄ　悪性新生物
　ｅ　脂質異常症

10．高齢者で増大するのはどれか。
　ａ　骨　量
　ｂ　脈　圧
　ｃ　肺活量
　ｄ　心拡張能
　ｅ　糸球体濾過量

（解答は35ページ）
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エコー・リレー （598回）
（南から北へ北から南へ）

将棋 ○ 将棋 ● 将棋

都城市 西浦医院　西
にし

　浦
うら

　勇
ゆういちろう

一郎

　小学校低学年時に父親か
ら手ほどきを受けたのが，
将棋との出会いでした。最
初は全く勝てなかったので
すが，一年もすると勝てる
ようになりました。そし
て，ある時期からパタリと

相手をしてもらえなくなりました。父親の駒得
した時の高らかな笑い声や，勝った時の笑顔は
今でもはっきりと覚えています。
　それ以降は将棋に時々ふれる程度でしたが，
30代半ばより，その父の勧めもあり三股町の
将棋道場に通うようになりました。藤井７冠

（2025年５月現在）の活躍前でしたが，当時か
ら子供達も沢山通っていて活気に満ちていまし
た。初めは負けてばかりで，なかなか上達しな
かったのですが，日本将棋連盟公認指導員の満
石先生の丁寧なご指導で徐々に強くなり，県大
会出場やアマチュア三段を頂く栄誉に恵まれま
した。
　それでも，大人の威厳を見せたい気持ちとは
裏腹に，今でも小学生に負けることもあり，

「負けました」と頭を下げる羽目になります。
その昔，私に負けた時の父の気持ちが理解でき
る気がします。道場の子供達は，将棋の腕もさ
ることながら礼儀作法も良く，満石先生の指導
の素晴らしさが感じられます。そうこうするう
ちに，将棋の楽しさにどっぷりハマり，いつの
間にか僕の本棚は将棋の本でいっぱいです。将
棋は上達すればするほど面白いですし，同時に
奥深さを実感します。これからも楽しんでいこ
うと思います。

〔次回は，都城市の小山田 剛先生にお願いします〕

高
と し よ り

齢者のひとりごと

宮崎市 阿波岐ヶ原病院　岡
おか

　本
もと

　　　剛
たけし

　今年で69歳になります。
数え年なら古希です。十分
に「じじい（爺）」です。人
から指摘されると，自分で
も驚いています。「もうそ
んな年かな？」と。

　一昨年大学病院で，癌の外科手術を受けまし
た。再発するかどうか，現在執行猶予の状態で
す。眼は飛蚊症で黒い点々が時々見えますし，
耳はアップルのアプリで左右とも軽度難聴と出
ました。小指の第一関節はちょっと屈曲してい
て時々痛みがでます。やはり老化現象が進んで
いるようです。手術後，元の病院の内科勤務医
に復帰し外来に，病棟患者の回診，週に２～３
回の当直をこなしています。退職の予定はなく
後継者の予定もありません。安穏な隠居生活
は，来そうにありません。
　2025年問題というのがあります。2025年い
わゆる団塊の世代が75歳の後期高齢者になり，
５人に１人が高齢者になり，その割合は2040
年まで増え続けます。医療費や介護費は増大
し，社会保障費が不足することになります。高
齢者は病気にならず，健康でい続け，最後まで
働けということでしょうか。ゆとりを持って働
くためには高齢者も含めた人と人とのつながり
が大事でしょう。「医は算術」である，と皮肉
られていましたが，今や病院，医院は，破産，
閉院や統廃合で悲惨な状態です。病院，医院も
高齢化しています。まだまだ受難な時代が続く
のでしょう。頑張るしかないのでしょうか。

〔次回は，日南市の長友 安弘先生にお願いします〕
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メディアの目

移住者の課題は雇用，教育

共同通信社 宮崎支局長

満
みつ

　野
の

　龍
りゅうたろう

太郎

　人口が100万人を切りそうな宮崎県。人口減
対策として，県外からの移住者が注目を集めて
いる。あくせくした都会での生活よりもゆっく
りした地方の生活に魅力を感じて移り住む人が
多い。雇用や教育などの課題を解決すれば，よ
り移住しやすくなりそうだ。
　愛知県から日向市に約13年前に移住した三村
隆之さん（40代）は，サーフィンを楽しみなが
ら，病院で事務の仕事をしている。「自然の中
で趣味を楽しんでいます」と日焼けした顔の笑
顔が素敵だ。
　公務員時代は月の残業が160時間になるなど
多忙な日々。妻の実家が日之影町にあり宮崎県
への移住を長らく考えていたが，家族を養う仕
事を見つけるまで２年半ほどかかった。
　「通勤電車で約２年，就活サイトをチェック
しても，いい仕事がなかなか見つからなかっ
た」と思い出す。ようやく病院の事務職を見つ
けて応募。移住当時の給料は以前の半分程度
だったが「共働きでしのいでいます」という。
　都農ワイン取締役営業部長の福嶋進吾さん

（40代）は，千葉県から都農町に引っ越して移
住して７年になる。もともとはシステムエンジ
ニア。３人の子どもは宮崎育ちだ。「自然に恵
まれた環境はよい。ただ，学校や習い事の場が
少なく，都会との教育格差が気になる。子ども

には選択肢が少なく気の毒。インターネットの
活用で，ある程度埋めるとはいえ限界もある」
と感じている。
　現状では「雇用」と「教育」が，移住者の
ハードルを高めているようだ。
　加えて「地域との共生」もとても大事だ。三
村さんは自宅近くのお祭りに参加するなど地域
とのつながりを重視している。地域のひょっと
こ踊りには，お面や笛を自分で作って参加。同
じ世代との稽古で，人脈が一気に広がった。
　サーフィンに没頭し，地域に溶け込めないま
ま宮崎を去る人も後を絶たないという。
　移住者が地域に溶け込むには，地域でのジェ
ンダー意識の高まりも必要に思える。移住者か
らは「地域の活動が男性中心で，女性はサポー
ト役に回ることがほとんど。女性が地域で活躍
し，子育てもしやすい環境になれば，人口減対
策につながるのではないか」といった声が聞こ
える。
　県の人口は103万人（2024年）。１年で１万
人のペースで減ると，３年ほどで100万人の大
台を割る計算だ。移住者が増加傾向とはいえ，
自然減には追いついていない。県は「日本一生
み育てやすい県」を目指している。移住者の声
をもっと政策に生かすのも一手だと感じる。
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身近なお困りごと相談室
　本コーナーでは，「医療機関での身近な疑問や質問」について，各分野の専門家が回答いたします。

第46回　閉院に関する実務的課題

　当院では，親族に医師がおらず，また第三者への売却も上手くいかないこと
から，そう遠くない日に閉院をしようと考えています。しかし，いざ閉院をし
ようとしたとき，何をすべきなのかがよくわかりません。具体的に閉院に向け
て何を準備し，何を注意すべきでしょうか。

　医療機関が閉院する際には，患者・行政・職員などへの影響が大きいため，法
的・実務的に重要ポイントのみに絞って回答いたします。
① 患者への告知と診療継続への配慮
　通院している患者は突然の閉院となれば，治療先がなくなってしまうため，大
きな問題となります。そのため，閉院の告知は２か月以上前に行うべきでしょ
う。また，患者に対しては，最終診察日や紹介先医療機関の案内を明記し，患者
が治療の中断によって被害を受けないよう，転院先医療機関への紹介状の作成な
どの支援を行うことが重要です。
② 診療録（カルテ）の保存義務
　医師は最終診療日から５年間はカルテの保存義務があります（医師法24条２
項）。医療記録の保管方法を明確にし，紙カルテは倉庫などで管理，電子カルテ
はクラウド契約やHDD保存などが有効です。保管が困難なときは倉庫会社など
との保管委託契約も有効な手段の１つです。
③ 保険医療機関などの指定取消手続き
　医療機関に関わる行政機関に対して廃止届の提出が必要です。保険医療機関・
生活保護指定医療機関・地方厚生局・市区町村・労働基準監督署など，関係官庁
への届出が複数発生しますので，どのような届出が必要であるかについて事前に
確認すべきです。
④ 職員への解雇・退職手続き
　閉院する場合，職員には解雇手続を要するため，原則30日前の解雇予告，ま
たは解雇予告手当の支払いが必要となります。また，各職員の社会保険・雇用保
険・労働保険の脱退手続，離職票・源泉徴収票の発行も必要となります。加え
て，就業規則や雇用契約書に基づき，有給休暇の消化・退職金などの清算処理も
必要となります。その一方，閉院後の事務作業を手伝ってもらう場合には雇用契
約を存続させる必要があります。特に，保険診療報酬の請求業務に注意してくだ
さい（通常，最終診療月の翌月10日までにレセプト提出）。
⑤ 最後に
　開業に比較し，今までの活動を清算する閉院作業は大変な作業となることが多
く存在します。そのため，閉院の検討を始めた際には，ぜひ医師会や医師協同組
合へ早期相談をお勧めします。

（回答　宮崎県医師協同組合顧問弁護士
弁護士法人きさらぎ　代表弁護士　高山　桂）

＜医療機関での身近な疑問，質問をお寄せください＞
● 文字数：200字以内
● 質問はメール（genko@miyazaki.med.or.jp），FAX，郵送などでお送りください。
　 ※匿名での掲載になります。採否は広報委員会にご一任ください。

Q.

A.
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私 の 本

二つの道　医学と文学で

編集・印刷：宮日文化情報センター
定　価：本体 1,500円（税別）

　自分史は2024（令和６）年５月29日から８月15日までの宮崎日日

新聞の「二つの道　医学と文学で」を掲載されました。1986（昭和

61）年より大西医院を開業しました。宮崎市郡医師会・宮崎県医師

会の理事，警察医，産業医，社会保険の審査員を務め，2017（平成

29）年に厚生労働大臣より，2018（平成30）年には警察庁長官より

表彰を受けました。

　著書に「自費出版大賞佳作」を受賞した『陽光の街で－警察医の

手記』，「宮崎日日新聞社出版文化賞」を受賞した『宮崎県の感染

症－その歴史と風土』，宮崎日日新聞歌壇賞を2014（平成26）年を

受賞しています。

　幼少期から全共闘運動全盛期の青春時代まで，地域医療に携わる

医師としての取組みに，警察医の活動を通して見た社会について書いています。また脳梗塞により発

症した失語症との闘いについても触れます。

　自分の中にたくさん過去の出来事が仕舞われていることに気付きます。戻すことのできない年月の

長さを思います。中にはできることなら消し去りたいこともあります。過去は変えられませんが，今

日があり，新しい明日があります。

　私にとって，書くという行為は希望であり，行く手を照らしだしてくれる光です。ひとつの点が線

になってつながり歳月がひとつにまとまりました。

　自分史を書くことによって，さまざまな障害を克服していくところに，その人の人生というものが

あるといえるでしょう。どんな人に出会うかは，その人の必然だと思います。「理系と人文系の学識

経験から出る言葉です。医学と文学の力がなければエッセイは書けなかったでしょう」の反響の言葉

をいただきました。自分史を書くことによって，行く手の手がかりを見つける行為となったのです。

宮崎市 大西医院

大
おお

　西
にし

　雄
ゆう

　二
じ
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お知らせ 宮崎大学医学部学生からのお知らせ

参加料は無料，申込みも不要です。ぜひお気軽にお越しください！
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宮崎県感染症発生動向 ～４月～
 令和７年３月31日～令和７年４月27日（第14週～第17週）

■全数報告の感染症
１類：報告なし。
２類：○結核10例（男性５例・女性

５例）：保健所別報告数は
【図１】，病型別報告数は
【表１】，年齢別報告数は
【表２】のとおりであった。

３類：○腸管出血性大腸菌感染症１
例：都城保健所管内から報
告があった。年齢は30歳
代の男性で，主な症状は，
腹痛，水様性下痢，血便
であった。原因菌はＯ157

（VT2）であった。
４類：○Ａ型肝炎１例：宮崎市保健

所管内から報告があった。
年 齢 は 7 0 歳 代 の 女 性 で
あった。主な症状として食
欲不振，黄疸がみられた。

　　　○重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）１例：延岡保健所
管内から報告があった。年
齢は80歳代の男性であっ
た。主な症状として発熱，
神経症状，下痢，血小板減少，白血球減少がみられた。

　　　○つつが虫病２例：宮崎市保健所管内から報告があった。年齢は
20歳代と70歳代で，性別は男性１例，女性１例であった。主
な症状として頭痛，発熱，刺し口，リンパ節腫脹，発疹，嘔
吐，ふらつきがみられた。

　　　○日本紅斑熱１例：都城保健所管内から報告があった。年齢は70
歳代の女性であった。主な症状として発熱，刺し口，発疹，
肝機能異常，全身倦怠感がみられた。

５類：○アメーバ赤痢１例：宮崎市保健所管内から報告があった。年齢
は50歳代で，病型は腸管外アメーバ症であった。主な症状と
して肝膿瘍，右胸水がみられた。

　　　○ウイルス性肝炎１例：宮崎市保健所管内から報告があった。年
齢は30歳代の女性であった。病型はEBウイルスで，主な症状
として全身倦怠感，嘔吐，発熱がみられた。

　　　○劇症型溶血性レンサ球菌感染症２例：宮崎市，都城（各１例）保健所管内から報告があった。年
齢は70歳代と80歳代で，主な症状としてショック，腎不全，急性呼吸窮迫症候群，DIC，軟部組
織炎がみられた。

　　　○侵襲性肺炎球菌感染症５例：宮崎市，都城（各２例），延岡（１例）保健所管内から報告があった。

表５　百日咳 年齢別報告数（例）
年齢 報告数

0～4歳 14
5～9歳 46
10歳代 221
20歳代 ５
30歳代 ６
40歳代 10
50歳代 ６
60歳代 ２

表２　結核 年齢別報告数（例）
年齢 報告数

10歳代 １
20歳代 １
30歳代 １
40歳代 １
50歳代 ２
70歳代 １
80歳代 ２
90歳代 １

表１　結核 病型別報告数（例）
肺結核 ４
その他の結核

（結核性胸膜炎） １

無症状病原体保有者 ５

表３　梅毒 病型別報告数（例）
早期顕症梅毒Ⅰ期 ６
早期顕症梅毒Ⅱ期 ４
無症状病原体保有者 ６

表４　梅毒 年齢別報告数（例）
年齢 報告数

10歳代 ３
20歳代 ７
30歳代 ２
50歳代 ３
80歳代 １
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図１　結核 保健所別報告数（例）
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図２　梅毒 保健所別報告数（例）
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図３　百日咳 保健所別報告数（例）



日 州 医 事第910号 令和７年６月 21

年齢は60歳が２例，80歳代が２例，０～４歳が１例であった。主な症状として発熱，咳，全身倦
怠感，嘔吐，意識障害，肺炎，菌血症等がみられた。

　　　○梅毒16例（男性７例・女性９例）：保健所別報告数は【図２】，病型別報告数は【表３】，年齢別報
告数は【表４】のとおりであった。主な症状として初期硬結，硬性下疳，鼠径部リンパ節腫脹，
梅毒性バラ疹，眼症状がみられた。

　　　○百日咳310例：保健所別報告数は【図３】，年齢別報告数は【表５】のとおりであった。主な症状
として持続する咳，夜間の咳き込み，呼吸苦，スタッカート，ウープ，チアノーゼ，白血球数増
多，肺炎等がみられた。ワクチン接種歴は有りが204例，不明が97例，無しが９例であった。

■５類定点報告の感染症
　定点からの患者報告総数（急性呼吸器感染症は除く）
は2,129人（定点あたり100.9）で，例年（新型コロナ
ウイルス感染症・急性呼吸器感染症は除く）の90％
であった。急性呼吸器感染症の患者報告総数は4,743
人（定点あたり169.4）であった。
　例年同時期と比べて報告数の多かった主な疾患は
RSウイルス感染症，感染性胃腸炎，伝染性紅斑で
あった。
　RSウイルス感染症の報告数は152人（7.6）で例年
の約3.0倍であった。小林（43.0），中央（12.0），延
岡（11.5）保健所からの報告が多く，３歳以下が全体
の約９割を占めた。
　感染性胃腸炎の報告数は1,202人（60.1）で例年の
約1.5倍であった。小林（141.0），日向（105.0），日
南（94.0）保健所からの報告が多く，１歳から５歳が
全体の約半数を占めた。
※４月分は，定点医療機関数が３月分と異なっています。

■病原体検出情報（微生物部）
★急性呼吸器感染症（Acute Respiratory Infection：ARI）

○急性呼吸器感染症（ARI）※１サーベイランス検体に
　ついて，急性呼吸器感染症サーベイランス遺伝子検
　査マニュアルに従い，検査を実施した。
○パラインフルエンザウイルス３型とライノウイルス
　の重複感染例が１件あった。
※１ 急性呼吸器感染症（ARI）：咳嗽，咽頭痛，呼吸困難，
　　 鼻汁，鼻閉のいずれか１つ以上の症状を呈し，発症か
　　 ら10日以内の急性的な症状であり，かつ医師が感染症
　　 を疑う外来症例
※２ 左記のいずれのウイルスも検出されなかった検体数を計上

前月との比較
2025年４月 2025年３月 例年との

比較報告数
（人）

定点当
たり（人）

報告数
（人）

定点当
たり（人）

イ ン フ ル エ ン ザ 230 6.6 237 4.1
新 型 コ ロ ナ ※ １ 190 5.4 568 9.8
RSウイルス感染症 152 7.6 292 8.1 ★
咽 頭 結 膜 熱 57 2.9 60 1.7
溶レン菌咽頭炎※２ 145 7.3 292 8.1
感 染 性 胃 腸 炎 1,202 60.1 2,318 64.4 ★
水 痘 19 1.0 19 0.5
手 足 口 病 6 0.3 5 0.1
伝 染 性 紅 斑 48 2.4 74 2.1 ★
突 発 性 発 し ん 40 2.0 48 1.3
ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 0.1 2 0.1
流 行 性 耳 下 腺 炎 6 0.3 4 0.1
急性出血性結膜炎 0 0.0 0 0.0
流 行 性 角 結 膜 炎 16 2.7 10 1.7
細 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 0 0.0
無 菌 性 髄 膜 炎 1 0.1 0 0.0
マイコプラズマ肺炎 3 0.4 3 0.4
ク ラ ミ ジ ア 肺 炎 0 0.0 0 0.0
感 染 性 胃 腸 炎

（ ロ タ ウ イ ル ス ） 13 1.9 8 1.1
急性呼吸器感染症 4,743 169.4

★例年同時期【新型コロナウイルス感染症流行前５年間（2015-2019）
　の平均】より報告数が多い
※１ 新型コロナウイルス感染症
※２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

検出病原体 検出数

インフルエンザ
ウイルス

Ａ型 AH1pdm09 ０
AH3 ０

Ｂ型 ビクトリア系統 ５
山形系統 ０

新型コロナウイルス ３

RSウイルス Ａ型 ０
Ｂ型 １

パラインフルエンザ
ウイルス

１型 １
２型 ０
３型 ４
４型 １

ヒトメタニューモウイルス ４
ライノウイルス 11
エンテロウイルス ０
アデノウイルス ０
パラインフルエンザウイルス３型・ライノウイルス １
検出せず※２ 16
受付検体数 47

検出病原体 件

細　　菌 Salmonella enterica subsp. enterica 
（血清型不明） １

ウイルス
Rotavirus groupA G3 １
Respiratory syncytial virus B １
Influenza virus B（Victoria Lineage） １
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■月報告対象疾患の発生動向〈2025年４月〉
□性感染症
【宮崎県】 定点医療機関総数：13
　定点医療機関からの報告総数は34人（2.6）で，前月比103％とほぼ横ばいであった。また，昨年４月

（2.9）の約0.9倍であった。
《疾患別》
　○性器クラミジア感染症：報告数22人（1.7）で，前月及び昨年４月の約1.0倍であった。20歳代が全体の
　　　　　　　　　　　　　約半数を占めた。（男性９人・女性13人）
　○性器ヘルペスウイルス感染症：報告数５人（0.38）で，前月の約0.6倍，昨年４月の約0.8倍であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（女性５人）
　○尖圭コンジローマ：報告数２人（0.15）で，前月の2.0倍，昨年４月の約0.7倍であった。（女性２人）
　○淋菌感染症：報告数５人（0.38）で，前月の約1.7倍，昨年４月の1.0倍であった。（男性３人・女性２人）

□薬剤耐性菌
【宮崎県】 定点医療機関総数：7
　定点医療機関からの報告総数は20人（2.9）で，前月比167％と増加した。また，昨年４月（2.7）の約1.1
倍であった。
《疾患別》
　○メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：報告数20人（2.9）で，前月の約1.7倍，昨年４月の約1.1倍で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。70歳以上が全体の７割を占めた。
　○ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：報告なし｡
　○薬剤耐性緑膿菌感染症 ：報告なし｡ 

（宮崎県衛生環境研究所）
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各郡市医師会だより

西 都 市 西 児 湯 医 師 会
　西都市西児湯と宮崎市郡は診療圏が重なっており，お互いの医療問題を共有することが肝要であ
るため，平成29年度より両医師会で意見交換会を行っています。今年は３月12日に「バルの２月」
で行われました。宮崎市郡医師会19名，西都市西児湯医師会８名の参加でした。宮崎市郡医師会か
らは行政による胃リスク検査，PSA検査など健診項目削減への懸念，西都市西児湯医師会からは市
長交代によりようやくもたらされる市と医師会との関係改善の報告がありました。
　４月より帯状疱疹ワクチン接種が始まりました。住民は市町村からの案内で接種に動きますが案
内方法はさまざまで封書で問診票付きのクーポン券，予防接種の説明書，ワクチンの比較説明書，
医療機関の紹介がセットで送られてくるケースからはがき一枚の市町村もあります。案内方法は接
種率に影響しますし，はがき一枚だと医療機関丸投げで来院時に一から説明をしなくてはならず医
療機関の負担が大きくなります。定期接種化されたワクチン接種案内方法が市町村によって大きく
異なることを知りましたが，西都市ははがき一枚での案内であり市には改善をお願いしたところです。
　健診やワクチン定期接種など行政とともにやっていかねばならない事業に関しては市町村との綿
密な申し合わせが必要とされると同時に医師会同士の情報交換も重要だと考えさせられました。

（杉尾　克徳）

宮 崎 市 郡 医 師 会
　トランプ大統領による関税問題と国内輸出企
業に対する消費税の還付問題は，消費者の税負
担と国内産業の保護という点で共通していま
す。見方を変えると輸入品目の物価上昇と消費
者負担は，輸出企業に対する過度の保護政策と
密接に関わっているようにも感じられます。コ
メ価格の高騰も減反政策と政府による奨励金の
いびつな構造が根底にあり，結局は票とカネ，
資本主義ゆえの顛末と割り切らざるを得ないの
でしょうか。

（尾田　朋樹）

都 城 市 北 諸 県 郡 医 師 会
　７月は参議院選挙があります。今後の診療報
酬改定に関して医師会として重要な選挙となり
ます。今回日本医師会から立候補予定の「かま
やち さとし」先生の当選はもとより，獲得票
数も非常に重要な選挙のポイントです。現在の
情勢では，医療従事者以外からの票数獲得は非
常に厳しい状況と考えられます。

　各医師会員先生方，その家族，職員や関連施
設のスタッフなどにぜひ応援のお声がけをよろ
しくお願いいたします。可能でありましたらサ
ポーター名簿の作成，提出およびLINE登録も
合わせてお願い申し上げます。

（吉見　雅博）

延　岡　市　医　師　会
　南海トラフ地震の発生が現実味を帯びてきて
おり，各所で発災時の対応が検討され，マニュ
アルなどの作成が行われています。当医師会も
ここ数年マニュアルの作成など検討してきまし
たが，いまだ完成には至っておりません。より
現実的なものとしてマニュアル作成と並行して
災害対応時ポスターやアクションカードなどの
作成を検討しています。まずは会員間の情報共
有アイテムとして，安否確認システムを導入
し，発災直後に立ち上がった対策本部と会員と
の情報が共有できるようにするために，全会員
にIDを作成し，専用アプリのインストール・
ログインをしていただく作業をしています。

（平野　雅弘）
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日 向 市 東 臼 杵 郡 医 師 会
　当医師会は学術生涯教育活動の一環で市民講
座，講演会に協力しています。昨年はHPVワ
クチンに関する講演会を，川越靖之先生，原千
晶さんにおいでいただき行いました。多くの市
民に関心を持っていただいたようです。また，
デイリー健康福祉事業団が行う『デイリー健
康大学』に毎年講師を派遣しています。昨年度
は高石真那斗，瀧井穣の両先生が講演されまし
た。それぞれわかりやすい，身近な話題で好評
でした。今後も市民に向けた健康増進に役立つ
情報を発信していきたいと思います。

（長田　浩伸）
 

児 　 湯 　 医 　 師 　 会
　今年，宮崎大学医学部附属病院で臨床研修を
終えた研修医の中で外科を専攻する方はいな
かったと聞いています。深刻な外科医不足は救
急医療体制にも大きく関わってきます。20年
以上前から宮崎市内で時間外の外科手術の受入
れ，緊急内視鏡の対応が問題となり輪番制がと
られていましたが，最近その維持が困難となっ
ているようです。外科医を志望する若手医師の
不足，現役外科医の高齢化で外科医は絶滅危惧
種になりつつあるのでしょうか。若手外科医の
育成および救急医療体制を含む広域での地域連
携の整備と充実が急務と思われます。

 （吹井　聖継）

南 那 珂 医 師 会
　串間市民病院では2025年４月１日付で，江
藤敏治医師に代わって串間市元職員の高橋和
哉氏が病院事業管理者となりました。それにと
もない江藤医師は院長を辞すことになりました
が，これまでどおり診療を継続しています。医
師数は昨年に比べて３人減少して，９人となり
ました。現在のところ救急医療体制は維持でき
ていますが，医師数が回復して以前の体制に戻
るまで，南那珂医師会の先生方にはご迷惑をか
けると思います。ご理解をいただくようお願い
します。

（黒木　和男）

西 　 諸 　 医 　 師 　 会
　長崎で医療用搬送ヘリが墜落し，医師・患
者・患者家族の３人が死亡する事故がありまし
た。西諸地区は遠方であり，ヘリによって助け
られた命もたくさんあると思います。僕の中で
はドクターヘリは早くて，安心・安全なものだ
と思っていました。日本ではヘリコプター事故
での死亡数が年間５人ほどで，もちろん安全と
は言い切れないと思います。ヘリが来てくれる
のは，当たり前ではなく，もっと感謝をしなけ
ればいけないと強く思い，原因究明と再発防止
を願っています。

 （楠元　規生）

西 臼 杵 郡 医 師 会
　高千穂町国民健康保険病院の佐藤と申します。
西臼杵医療センターの主導のもと救急隊が当院
に常駐し医療技術の研修を行いながら，いざ救
急要請があれば当院から出動する「救急ワーク
ステーション」が始まっています。また，この
冬の医師の急な退職にともない，宮崎県へき地
医療支援機構の医師派遣制度に申請し県立延岡
病院から医師派遣をいただき急場をしのぐこと
ができました。４月以降もその制度を活用し，
若い医師への技術指導に来院いただいておりま
す。この場をお借りして関係各位にお礼申し上
げます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます。

 （佐藤　祐二）

宮 崎 大 学 医 学 部 医 師 会
　４月から，宮崎大学ラジオ「Myaohらじ」を
始めました。FM宮崎「Bunnyのナツウタ」の
番組の中の１コーナーで，毎週金曜日の13時半
ごろに放送されます。４月は鮫島学長と私がラ
ジオの目的などについてお話ししました。５月
は呼吸器内科の宮崎教授，６月は循環器内科の
海北教授にcommon diseaseについてお話しい
ただく予定です。企画は広報担当である放射線
科の東教授が担当しており，病院の紹介だけで
なく，宮崎大学全体の取組みも紹介していく予
定です。乞うご期待！

 （賀本　敏行）
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宮崎大学医学部だより

感覚運動医学講座
－耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野－

　令和６年８月４日に宮崎
医科大学医学部耳鼻咽喉科
講座の初代教授，元宮崎医
科大学長の森満保先生がご
逝去されました。森満先生
は数多くの耳科手術を行う
だけでなく，中耳真珠腫の
発生要因から前鼓室開放術
を考案され，真珠腫手術成

績の向上に貢献されました。晩年まで研究に
対する真摯な姿勢を教室員にお示しくださり，
我々にとって大変暖かく大きな存在でした。こ
れまでのご功労に敬意を表しますとともに，心
からご冥福をお祈りいたします。
　教室にとって大変大きな存在が失われた中で
はありますが，森満先生がお示しくださいまし
た情熱を新たな教室活動に活かしていきたいと
考えております。
　髙橋邦行教授が令和４年10月１日に第４代耳
鼻咽喉科教授として新潟大学より赴任され，２
年７か月が経過いたしました。大変やる気に満
ちた新たな医局員も迎え，未来の宮崎県の耳鼻
科医療を担う医師となるように，成長をサポー
トしていきたいと考えております。
　宮崎大学耳鼻咽喉・頭頸部外科教室は髙橋邦
行教授，後藤隆史助教（教育医長），井手慎介
助教（病棟医長），梶原啓助教（外来医長），
中村雄講師以下外来サポートを含む医員４名と
技官１名，言語聴覚士４名で構成されております。
　関連病院としては，県立宮崎病院，県立延岡
病院，県立日南病院，都城医療センターなどの
本県の主要な病院だけでなく，鹿児島市立病院
やがん研有明病院にも教室員を派遣しております。
　以下，当科における各専門領域につきまして
ご紹介させていただきます。

● 耳科グループ
　髙橋教授を中心に，中耳真珠腫やさまざまな
難聴病態に対する鼓室形成術，アブミ骨手術，
人工内耳手術，骨導インプラント手術などの先
進的耳科手術を積極的に行っております。故 
森満先生が九州で最初に行った人工内耳手術
は，全国で有数の症例数を誇ります。
● 鼻科グループ
　後藤助教，梶原助教を中心に慢性副鼻腔炎，
難治性の好酸球性副鼻腔炎，鼻腔腫瘍，鼻中隔
彎曲症などに対して内視鏡下鼻内副鼻腔手術を
行っております。最新式のナビゲーションシス
テムを導入し，これまで以上に安全な手術を行
えると同時に，学生指導にも活用し，好評を得
ております。
● 頭頸部がんグループ
　井手助教を中心に，口腔・咽喉頭・鼻腔・甲
状腺・唾液腺がんなど，頭頸部領域の悪性腫瘍
手術を行っております。術後の機能的制約も伴
うことが多い頭頸部がんの治療に対して患者さ
んと対話し，よりよい治療の選択肢を検討しな
がら治療を行っており，近年承認された免疫
チェックポイント阻害薬であるペムブロリズマ
ブの使用例は九州でも有数の症例数を誇ります。
● 難聴支援センター
　中村講師，塚田医員を中心として４名の言語
聴覚士が難聴者に対する聴覚リハビリテーショ
ンを行っております。難聴児の早期診断と療育
および，補聴器や人工聴覚器を用いた聴覚リハ
ビリの専門集団として新生児から高齢者まで，
県内外の難聴者に対して幅広く支援活動を行っ
ており，補聴器の装用効果を確認する「補聴器
適合検査」の件数は全国でも有数の症例数を誇
ります。

　宮崎県の最後の砦として，先進医療のみなら
ず，難治性鼻出血，緊急性を要する上気道閉塞
疾患など積極的に対応したいと考えておりま
す。今後とも医局員一同地域医療充実のため，
精進する所存です。医師会の先生方におかれま
しては，より一層ご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます。

（医局長　中村　雄）

髙
たかはし

橋 邦
くにゆき

行 教授
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専 門 分 科 医 会 だ よ り

（泌尿器科医会）

　宮崎県泌尿器科医会の令

和７年４月現在の総会員数

は97名です。令和４年が

85名でしたので，わずかで

すが増加傾向です。若いメ

ンバーも増え，今後のます

ますの発展を期待していま

す。会員数は少ないですが，全会員，顔が見え

る関係でチームワークは良好です。役員構成は

副会長が永友和之，池井義彦の２名，幹事として，

村上憲彦，南口尚紀，竹原俊幸，村岡敬介，小

林隆彦，月野浩昌，分田裕順，黒岩顕太郎，蓑

田国廣，鬼塚千衣の10名，監事に棚田敏文，顧

問は中山健の各先生にお願いしています。

　当会の活動の中心は２か月ごとに開催され，

今年２月で第252回を迎えました泌尿器科医会

です。大学の賀本敏行教授の力添えで全国トッ

プレベルの講師をお招きし，ご講演を拝聴し

ております。直近の５回の内容は「腎細胞が

んの薬物療法　Up to date」「耐性菌を考慮した

抗菌薬の使い方」「当院における前立腺癌診療　

present and future」「血尿診断ガイドライン

2023年改定のポイント」「ICとOABについて」

と多岐にわたっています。これに加え，県内科

医会との共催で「過活動膀胱」に関する講演会

も開催いたしました。

　当科では病診連携を図るために前述の賀本教

授が立ち上げました「Miu-Net（宮崎県泌尿器

科連携）」を利用し基幹病院と一般診療所とが

共同し患者様を診ていくシステムもうまく稼働

していると自負しています。最近では，緩和医

療や在宅医療に参画するメンバーも増え，診断

から治療，緩和ケア，在宅ケアまでの泌尿器科

診療がより充実してきています。

　ここ数年，コロナ禍で中断を余儀なくされて

いました前立腺癌早期発見・治療のための県民

の皆様に対しての啓発活動も再開され，昨年２

月に県医師会の協賛のもとに，宮崎市民文化

ホールにて「前立腺がんの診断から治療まで」

というテーマで，宮崎大学の賀本敏行教授，

澤田篤郎准教授，潤和会記念病院泌尿器科の月

野浩昌部長に講演をお願いし，市民公開講座を

開催いたしました。当日は雨天で寒く，聴講者

が集まるか不安でしたが，定員200名，ほぼ満

席の状態となり，市民の皆様の前立腺がんにつ

いての関心の高さをあらためて実感いたしまし

た。さらに，県透析医会との共同で「腎移植」

「慢性腎臓病」に関しての啓発活動にも積極的

に取り組んでいきたいと考えています。

　当泌尿器科医会は上記のような活動を通して

県民の皆様によりよい医療を提供し，地域医療

の発展に寄与していくよう努めてまいります。

宮崎県医師会の先生方には，泌尿器科医会に対

するご指導，ご協力，ご支援を何卒よろしくお

願いいたします。

福
ふく

田
だ

聡
そういちろう

一郎 会長
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日医インターネットニュースから

■診療側「純粋な引き上げ改定を」
― 中医協・支払い側「病診分析を」 ― 

　中医協総会（会長＝小塩隆士・一橋大経済研
究所特任教授）は４月23日，2026年度診療報
酬改定に向け，医療機関を取り巻く状況につい
て議論した。
　診療側は，過去の改定では診療報酬を引き上
げてもさまざまな要件が付加されることで，算
定に多くのコストが求められてきたと指摘。26
年度改定は，要件の達成によりコスト増になる
ことがない「純粋な引き上げ改定」が必要だと
強く主張。支払い側は，医療法人における病院
と診療所の利益率の格差のさらなる分析などを
求めた。
　厚生労働省は議論の課題として，▽近年の医
療機関の経営状況の実態やその要因▽病院で収
益の増加を超える費用の増加で収支の悪化が見
られ，人件費，材料費，委託費などの各費用項
目が増加している要因▽今後，医療機関の収支
を踏まえた診療報酬の評価の検討を行うための
さらなる分析 ― の３点を挙げた。議論のため
のデータも示した。
●次期改定は他産業に負けない賃上げ
　診療側の長島公之委員（日医常任理事）は，
社会保障予算における財政フレームの見直しな
どを求める，日医・６病院団体の合同声明を説
明。その上で「次期改定の最大の課題は，他の
産業に負けない賃上げが実現できるように医療
機関の収支を改善させること。そのためには診
療報酬の引き上げが必要だ」と述べた。
　その上で「これまでは診療報酬を引き上げて
もさまざまな要件が付加されることで，算定す
るために多くのコストを費やすことを求められ
てきた。コストを費やす形ではなく，純粋な形
で診療報酬を引き上げなければならない状況に
ある。これを次期改定のスタートラインにすべ
きだ」と主張した。
●過去のデフレ期も考慮を
　支払い側の松本真人委員（健保連理事）は

「昨今のインフレを踏まえた議論を否定するつ
もりはないが，過去のデフレ期はどうだったの
かを考慮することも必要だ」と述べた。
　医療法人経営情報データベースにも言及し

「22年度から23年度にかけて，医療法人の利益
率が低下していることは事実として受け止めて

いる。平均値と中央値で病院の利益率がより低
い。病院と診療所で相変わらず格差がある」と
して，引き続き「病院の機能・規模」や「診療
所の患者数・医師数」という切り口で詳細な分
析が必要と指摘した。
　厚労省が示した，外来・在宅ベースアップ評
価料の届け出状況のデータでは，今年３月時点
で病院が86.0％，診療所が27.8％だった。松本
委員は「診療所で低調な要因を詳細に分析する
必要がある」と話した。

（令和７年４月25日）

■コロナワクチン納入量，見込みの２割
― 25年度供給に影響も ― 

　2024年度の新型コロナワクチン接種につい
て，医療機関への納入量が今年１月時点で約
786万回分だったことが，厚生労働省への取材
で分かった。期間中の見込み供給量として当初
示していた約3224万回分に対し，２割程度に
とどまった。接種数が低調だったことで，今年
度の供給に向けた製薬各社の判断に影響を与え
る可能性もある。
　コロナワクチンは24年度に初めて定期接種化
された。65歳以上の高齢者と60～64歳で重症
化のリスクが高い人を対象に，24年10月～25
年３月末まで接種を行った。使用したワクチン
は次の通り。▽ファイザーの「コミナティ」▽
モデルナ・ジャパンの「スパイクバックス」▽
武田薬品工業の「ヌバキソビッド」▽第一三共
の「ダイチロナ」▽Meiji Seika ファルマの「コ
スタイベ」― 。
　ワクチンの見込み供給量は，定期接種開始前
に，ワクチンを製造する５社から厚労省がヒア
リングした結果を集計したもの。昨年９月時点
では，ファイザー，モデルナ・ジャパン，第
一三共の３社合わせて約2527万回分，武田薬
品工業が約270万回分，Meiji Seika ファルマが
約427万回分を供給可能としていた。
●打ちたい人が打てる体制を整備　厚労省
　当初の予定と実際の納入量に大きな差があっ
たことについて，厚労省の担当者は「初めての
定期接種ということで，各社とも最大限の供給
見込みを示したのだろう」と取材に述べた。ま
た，定期接種化したことで「（ワクチンを）打
ちたい人が打てる体制を整えることが重要だ」
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との考えを示した。
　なお，定期接種期間中における新型コロナの
定点当たり患者数は，おおむね前年同時期を下
回っていた。また，ワクチンの供給不足に関す
る情報は厚労省に寄せられなかったという。
　24年度と単純比較はできないものの，23年
度の９月から翌３月末に行った特例臨時接種に
おける公費接種では，全体の接種回数が2846
万回。65歳以上の高齢者に限ると1927万回
だった。
　厚労省は今年度も10月から定期接種を行う方
向としている。今後，使用するワクチンの抗原
組成を５月ごろに選定し，各社に通知。各社の
供給見込みは９月上旬までに出そろう見通しだ。
　コロナワクチンを巡っては，厚労省は今月，
今年度の定期接種に際し自治体に対する助成を
行わない方針を明らかにした。厚労省は特例臨
時接種から定期接種への移行措置を終了し「通
常のワクチンと同様の扱いとした」と説明。ワ
クチンの接種数や感染状況も加味したとしている。

（令和７年４月29日）

■研鑽の線引き「各施設で議論を」
― 厚労省，働き方改革から１年 ― 

　医師の働き方改革が昨年４月に施行され，約
１年が過ぎた。厚生労働省は，論点の一つとし
て「研鑽」の取り扱いに言及し「労働時間に当
たる研鑽とそれ以外の研鑽の線引きは，各医療
機関で議論することが重要」との認識を示す。
医政局医事課医師等医療従事者働き方改革推進
室の和泉誠人氏がメディファクスの取材に応じた。
　研鑽の扱いは，厚労省の「医師の働き方改革
に関する検討会」で重要な議題の一つになっ
た。医療機関の指示の下で行う「労働時間に当
たる研鑽」と，医師としての技量を高める「労
働時間にならない研鑽」の線引きをどのように
整理するかだ。
　労働基準局長が2019年に出した研鑽に関す
る通知の解説資料では，所定労働時間外の研鑽
が労働時間か否かは，上司の明示・黙示の指示

の有無で判断すると整理。どこまでが指示に基
づく労働時間かは各施設が定める手続きに基づ
いて「医療機関が個々の医師ごとに判断」と明
記した。
　しかし，日本外科学会が４月に公表した実態
調査で，自己研鑽の定義について，47.5％が診
療科の体制として「定まっていない」と回答す
るなど，医療現場の課題の一つとなっている。
　和泉氏は，生涯学び続けるという医師の仕事
の性質上，研鑽は労働時間内・外のどちらもあ
り得るものであり「個々の医療機関で議論した
上で，組織として決定してほしい」との見解を
改めて示した。
●取り組み自体が「成果」
　厚労省は改革を広く浸透させるため，都道府
県を通じて「実態把握」と「支援」に取り組ん
でいる。都道府県から，改革に伴う医師の引き
揚げ状況や地域医療への影響を把握したり，タ
スクシフト・シェアやICT活用に対して，地域
医療介護総合確保基金や昨年度補正予算の活用
を呼びかけたりしている。
　改革の意義に挙げるのは，長時間労働で医療
を支えてきた医師の働き方や，労務管理につい
て「正面から受け止めたこと」だ。医療機関や
都道府県が働き方改革の具体的な取り組みに着
手していること自体が「重要な成果」と言及した。
　厚労省が昨年度に公表した医師の働き方改
革施行後の状況に関する調査（昨年６～７月
実施）では，地域医療に影響が出ると回答し
た医療機関は回答した全5653施設中，38施設

（0.7％）だった。この結果については，おおむ
ね「円滑な出だし」と受け止めている。
　同様の状況調査の実施は今後予定していない
が，改革に合わせて診療体制の縮小などを決断
した施設の把握に引き続き取り組んでいく。
　和泉氏は「医療を提供しながら働き方改革を
どう実装するか」という視点が重要だと強調。
働き方改革の個別，具体的な事例の収集・提供
を進める構えだ。

（令和７年５月９日）
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医師国保組合だより
保健事業のご案内

組合員の先生方へ保健事業に関する申請書一式を４月下旬に送付しております。ぜひご利用ください。
なお，各種申請様式は当組合Webサイトからもダウンロードできます。

自院以外で健康診断を
実施する場合

自院で健康診断を
実施する場合

①予約
②健診個人票を提出

④支払

③結果を添付して請求
　（健診実施機関から）

①結果を添付して請求
  （被保険者から）

被保険者 健診機関または医療機関

医師国保組合

②支払

健康診断
個人票

（請求書）

健康診断
個人票

（請求書） 結果票

健診
個人票

（請求書）
結果票

１　健康診断　※検査項目は「健康診断個人票」記載のとおりです。窓口負担はありません。

対　象　者 ・組合員，高齢組合員およびその配偶者（被保険者）
・上記以外の被保険者は，本年度中に40歳になる方～74歳の方

実施機関等

① 健診機関または医療機関（自院で実施しても請求可）
② 宮崎市郡医師会病院　健診センター
　Ⅰ 平日および土曜日（午前のみ）… 予約は直接健診センターへ（☎0985‐77‐9108）
　Ⅱ 日曜日健診 … 予約は当組合へ（☎0985‐22‐6588）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Webでお申込みください⇒
定員各30名
第１回 令和７年10月26日（第４日曜日）
第２回 11月16日（第３日曜日）
第３回 12月14日（第２日曜日）
第４回 令和８年１月25日（第４日曜日）
第５回 ２月８日（第２日曜日）
第６回 ３月８日（第２日曜日）
第７回 ３月22日（第４日曜日）

日曜日健診のオプション検査
（人数制限あり/予約先着順）
・胃内視鏡検査
・低線量ヘリカルCT肺がん検診
・マンモグラフィ検査
※子宮頸がん検診，大腸内視鏡検査
　は平日の健診のみで実施

【日曜日健診専用】

２　胃・大腸内視鏡検査の補助

対 象 者 ・組合員，高齢組合員およびその配偶者（被保険者）
・上記以外の被保険者は，本年度中に40歳になる方～74歳の方

補助金額
・胃内視鏡検査　　15,160円/人
・大腸内視鏡検査　22,500円/人
※１人１回，上記金額を上限とした実費

３　低線量ヘリカルCT肺がん検診（自己負担なし）
対 象 者 被保険者全員および高齢組合員

実施機関 当組合の委託医療機関
※詳細は申請書裏面または当組合Webサイト参照

受診方法 ① 医療機関へ受診の予約をしてください。
② 検診当日は，受診券兼請求書を医療機関へご持参ください。
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各種手続きについては，Webサイトをご確認いただくか，当組合までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　宮崎県医師国民健康保険組合
　　　　　　　 〒880‐0023　宮崎市和知川原１丁目101番地
　　　　　　　　　☎ 0985‐22‐6588　FAX 0985‐27‐6550
　　　　　　　　　http://www.miyazaki.med.or.jp/kokuho/ 【当組合Webサイト】

４　脳ドック等の補助
対 象 者 被保険者全員および高齢組合員

補助金額 頭部MRI，頭部MRA，頭部CT等　20,000円/人
※１人１回，上記金額を上限とした実費

５　肺炎球菌ワクチンの接種補助
対 象 者 被保険者全員および高齢組合員

補助金額
5,000円/人
※過去５年以内に補助を受けた方は対象外
※支払額が補助額を超えた場合の差額は自己負担

６　乳がん検診（マンモグラフィ検査）の補助

対 象 者 ・女性組合員全員
・上記以外の被保険者は，年度中に40歳～74歳になる女性

実施機関
※下記の実施機関にて，健康診断のオプションとして実施した場合のみ補助対象
・宮崎市郡医師会病院 健診センター（☎0985‐77‐9108）⇒月～金曜日実施
・都城健康サービスセンター（☎0986‐36‐8700）⇒火・木・金曜日実施

補助金額 自己負担金（1,000円/人）を除いた額

７　歯科健康診査（自己負担なし）
対 象 者 被保険者全員および高齢組合員
実施機関 宮崎県歯科医師会の会員歯科医院

健診内容
※いずれかのコースを選択
・Ａコース　歯科健康診査＋歯石除去・歯のクリーニング
・Ｂコース　歯科健康診査＋歯石除去・歯のクリーニング＋フッ素塗布

申込・
受診方法

申込書を組合宛にFAXまたはメールで申込→組合から対象者へ無料券等を人数分送
付→対象者が実施機関に予約し受診。

８　インフルエンザワクチンの接種補助
対 象 者 被保険者全員並びに高齢組合員

補助金額
2,000円/人（高齢組合員は1,000円/人）
※年度内に１名につき１回の補助
※接種済証明または領収書の提出が必要です。
　領収書を添付された場合は2,000円を上限として実費を補助します。
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　　あなたできますか？（解答）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
e a a a d b a e c b
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令和７年４月１日㈫ 第１回常任理事協議会令和７年４月１日㈫ 第１回常任理事協議会

医師会関係
（議決事項）
１．後援・共催名義等使用許可について
　　①６/29㈰（県防災庁舎）看護進路相談会
　　　の名義後援について
　　　→看護職を希望する中高生と保護者向け

の進路相談会で，名義後援をすること
が承認された。

２．令和７年度「宮崎県医療功労者知事表彰」
　　候補者の推薦について

　永年にわたり医療及び医療の推進に精励
し，格段の功績があった方に対して贈られ
る表彰で，各郡市医師会から推薦された７
名を推薦することが承認された。

３．宮崎県医師会職員就業規則等の改正について
　　（「決議の省略」の提案）

　「週休二日制の導入」「定年日の変更」
「育児・介護休業法改正への対応」につい
て，法定理事会の承認が必要となるため，
定款に定める「決議の省略」を用いて，役
員に対し提案することが承認された。

４．６/７㈯（熊本）九州医師会連合会第421回
常任委員会並びに九州ブロック日医代議員
連絡会議の開催について
　九医連常任委員会については，河野会長
が出席することが承認され，議題があれば
事務局経由で会長に提出し，取扱いについ
ては会長に一任することが承認された。
九州ブロック日医代議員連絡会議について
は，日医代議員である河野会長，小牧・金
丸副会長，市来常任理事と，日医委員会報
告を行う吉田常任理事が出席することが承
認された。

５．令和７年度県立学校健康管理医業務内容及
び報酬額について
　県立学校の健康管理医（産業医）の業務
内容と報酬額が承認された。ただし，業務
内容①②について，健康管理医ではなく，
業者に外部委託している学校もあるため，
県に確認することとなった。

６．５/16㈮（日医）医師会立看護師等養成所
会議（都道府県医師会医療関係者担当理事
連絡協議会）の開催について
　これまでの医療関係者担当理事連絡協議
会を拡大し，看護教育に携わる教員の技術
向上を目指し，各養成所が抱える教育上の
課題について意見交換することを目的と
した会議で，赤須常任理事が出席すること
と，各学校に案内する事が承認された。

７．８/24㈰中四九地区医師会看護学校協議会
開催のご案内並びに参加申込等について
　『看護師育成の未来を考える』をテーマ
に開催される協議会で，赤須常任理事が出
席することが承認された。

理事会日誌
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（報告事項）
１．４月１日現在の会員数について
２．３/29㈯（東京）全国医師会医療秘書学院連

絡協議会常任委員会・運営委員会について
３．３/30㈰（日医）九州ブロック日医代議員

連絡会議について
４．３/30㈰（日医）日医臨時代議員会について
５．３/26㈬（宮大医学部）宮大医学部カリキュ

ラム委員会について
６．３/27㈭（東京）日医未来医師会ビジョン委

員会自民党青年局との意見交換会について
７．３/26㈬都道府県医師会かかりつけ医機能

担当理事連絡協議会について
８．３/26㈬（県医）県医医学会役員会について
医師連盟関係

（議決事項）
１．４/19㈯（JA-AZM）自民党県連第一選挙

区支部長公募１次選考のご案内について
　河野委員長が出席することが承認された。

２．５/24㈯（シーガイア）河野しゅんじ県政
報告会のご案内について
　河野委員長が出席することが承認された。

令和７年４月令和７年４月1515日㈫ 第１回全理事協議会日㈫ 第１回全理事協議会

医師会関係
（議決事項）
１．本会外の役員等の推薦について
　　①県社会福祉協議会評議員候補者の推薦に
　　　ついて
　　　→社会福祉法に基づき設立され，本県の

地域福祉の推進を図る団体の任期満了
に伴う評議員の推薦依頼で，引き続き
河野会長を推薦することが承認された。

　　②県移植推進財団役員の任期満了に伴う理
　　　事の推薦について
　　　→移植医療の普及啓発及び体制整備等を

目的とした財団からの任期満了に伴う
推薦依頼で，引き続き小牧副会長を推
薦することが承認された。

　　③県死因究明等推進協議会委員の推薦につ
　　　いて
　　　→死因究明等を行う専門的な機関の整備

や施策の検討を行うために，県に新た
に設置される協議会の委員の推薦依頼
があり，玉置常任理事を推薦すること
が承認された。

　　④県アドバンス・ケア・プランニング推進
　　　委員会の委員の推薦について
　　　→アドバンス・ケア・プランニングの普

及啓発を図ることを目的に設置されて
いる委員会で，任期満了に伴う委員の
推薦依頼があり，引き続き内藤理事を
推薦することが承認された。

　　⑤県医療介護推進協議会における委員の確
　　　認・推薦について
　　　→地域医療介護総合確保計画に関する事

項や在宅医療・介護の推進に関する事
項等を協議する委員会で，任期満了に
伴う委員の推薦依頼で，河野会長と金
丸副会長を推薦することが承認された。

２．業務委託について
　　①令和７年度医療労務管理支援事業の委託
　　　契約について
　　　→医療従事者の勤務環境改善に取り組む

医療機関に対し労務環境全般にわたる
支援等を実施する事業で，契約を締結
することが承認された。
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　　②令和７年度小児在宅医療を担う人材の養
　　　成等に関する業務の委託契約について
　　　→医療的ケア児等が地域で安心して暮ら

すことを目的に，小児在宅医療を担う
人材を養成する研修会を開催する事業
で，契約を締結することが承認された。

　　③令和７年度かかりつけ医等発達障害対応
　　　力向上研修事業の委託契約について
　　　→診断を行う医療機関の確保し，発達障

がいの早期診断・早期発見を図ること
を目的に医療従事者に対して研修を行
う事業で，契約を締結することが承認
された。

　　④令和７年度県立学校の児童・生徒を対象
　　　とする心臓検診の委託契約について
　　　→各県立学校の１年生（県立中等教育学

校は１年生と４年生）を対象とした心
臓検診業務で，生徒１人当たり2,750
円（税込）の検査料で委託契約を締結
することが承認された。

　　⑤令和７年度県立学校児童生徒の定期健康
診断における結核健康診断の委託契約に
ついて

　　　→学校健診の問診等で，学校医が結核健
診の実施が必要と認めた場合に実施さ
れる検査業務で，委託契約を締結する
ことが承認された。

　　⑥令和７年度肝炎ウイルス検査事業の委託
　　　契約について
　　　→過去に肝炎ウイルス検査を受けたこと

がない20歳以上の県民（宮崎市を除
く）を対象に行われる事業で，契約を
締結することが承認された。

　　⑦令和７年度認知症地域医療支援事業に係
　　　る業務の委託契約について
　　　→認知症サポート医，かかりつけ医，医

療従事者に対する研修会の開催や，患
者や家族が気軽に相談できる体制整備
を行う事業で，委託契約を締結するこ
とが承認された。

３．６/14㈯（県医）県医師会代議員会及び総
　　会等について

　一連の行事のスケジュール案が承認された。
４．７/５㈯（福岡）九州医師会連合会第422回
　　常任委員会の開催について

　河野会長が出席することが承認され，議
題があれば事務局経由で会長に提出し，取
扱いについては会長に一任することが承認
された。

５．７/３㈭（日医）全国医師会産業医部会連
　　絡協議会の開催について

　全国の産業医部会等のネットワーク化と
認定産業医支援事業の充実・強化を図るこ
とを目的に開催される協議会で，池井常任
理事が出席することと各郡市医師会に案内
することが承認された。

６．審査委員の推薦について
　選任基準に従い県医師会及び郡市医師会
並びに専門分科医会から出された44名の推
薦を承認し，うち15名を診療担当者代表と
して推薦することが承認された。

７．ピンクリボン活動みやざき賛同団体継続確
　　認及び協賛金のご協力依頼について

　乳がんの早期発見・診断・治療の重要性
を啓発する活動を行っている事業で，引き
続き賛同団体となること及び協賛すること
が承認された。
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８．県医師会災害医療活動マニュアル（案）に
　　ついて

　案のとおりマニュアルが承認され，今後
も定期的に見直しを行っていくこととなった。

（報告事項）
１．週間報告について
２．４/13㈰（日医）日医学校保健講習会について
３．３/26㈬（九州厚生局宮崎事務所）九州地

方社会保険医療協議会宮崎部会について
４．４/15㈫（県医）九州厚生局宮崎事務所等と

の保険医療機関の指導計画等打合せについて
５．４/８㈫（県医）組織強化・将来構想委員

会について
６．４/11㈮（県医）医家芸術展世話人会について
７．３/26㈬（宮崎労働局）労災診療指導委員

会・労災部会理事会について
医師連盟関係

（議決事項）
１．５/13㈫（県医）県医師連盟総決起大会に

ついて
　提案のとおり総決起大会を開催すること
と，各郡市医師会に対して出席を依頼する
ことが承認された。

２．５/14㈬（東京）自民党議員連盟「国民医
療を守る議員の会」出席について
　「骨太の方針2025に向けて」を議題に開
催される会で，本連盟から１名出席をする
ことが承認された。

３．５/24㈯（宮崎市民プラザ）自民党県連定
期大会代議員名簿提出について
　自由民主党宮崎県医療会支部長として河
野委員長及び支部選出の代議員として金丸
常任執行委員他６名の名簿を提出すること
が承認された。

４．自民党県連表彰者の推薦依頼について
　党籍20年以上で支部組織の拡張等に貢献
した方を対象とする表彰で，年齢が高い順
に10名を選定し推薦することが承認された。

５．６/14㈯（県医）県医師連盟執行委員会に
ついて
　主な議題等が説明され開催することが承
認された。

令和７年４月令和７年４月2222日㈫ 第２回全理事協議会日㈫ 第２回全理事協議会

医師会関係
（議決事項）
１．会費減免申請について

　疾病による日医・県医会費減免１名，高
齢による日医会費減免１名，高齢による県
医会費減免１名の申請が承認された。

２．本会外の役員等の推薦について
　　①「学校給食における食物アレルギー対応
　　　委員会」委員の推薦について
　　　→学校給食における食物アレルギーの適

切な対応を目的に設置される委員会
で，委員の任期満了に伴う推薦依頼が
あり，現委員及び県小児科医会の意向
を確認の上，推薦することが承認された。

　　②第75回“社会を明るくする運動”宮崎県推
進委員会委員への就任及び同推進委員会
への出席について

　　　→犯罪や非行を防止し，安全で安心して
暮らすことのできる明るい地域社会を
築くこと等に取り組む委員会で，金丸
副会長が就任することが承認された。

　　③県社会福祉協議会評議員候補者の推薦に
　　　ついて【再協議】
　　　→社会福祉法に基づき設立され，本県の
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地域福祉の推進を図る団体の任期満了
に伴う評議員の推薦依頼で，再協議の
結果，新たに金丸副会長を推薦するこ
とが承認された。

３．業務委託について
　　①令和７年度医療従事者確保のための救急

医療利用適正化推進事業（小児救急医
療）の委託契約について

　　　→小児救急医療の適正利用に係る啓発や
小児救急電話相談の利用を促進するた
めの事業で，契約を締結することが承
認された。

４．６/22㈰（日医）第159回日本医師会定例代
　　議員会の開催について

　令和６年度の決算の審議等が行われる代
議員会で，河野会長，小牧・金丸副会長，
市来常任理事が日医代議員として出席する
ことが承認された。

５．６/22㈰（日医）第159回日本医師会定例代
議員会における九州ブロック代表質問につ
いて
　日医への質問について，出席する日医代
議員で検討し提出することが承認された。

６．県サイバーセキュリティに関する連携協定
　　について

　安全で安心なサイバー空間の実現を目指
し，相互に連携及び協力する事を目的に，
本会と県サイバーセキュリティ協議会，県
警察本部サイバー戦略局の３者で連携協定
を締結することが承認された。

７．７/５㈯・6㈰第56回九州地区医師会立共同
　　利用施設連絡協議会について

　共同利用施設に係る諸問題について協議
することを目的に開催される協議会で，市
来常任理事と赤須常任理事が出席すること
が承認された。

８．５・６月の行事予定について
９．その他

　大学医局員の加入促進のための予算措
置について，「予算の補正等の措置は行わ
ず，組織強化に係る経費を100万円程度ま
で認めること」，そして，「100万円を超え
るような大きな支出がある場合には，改め
て全理事協議会等で協議すること」が承認
された。

（報告事項）
１．週間報告について
２．４/16㈬（支払基金）支払基金審査運営協

議会について
３．４/16㈬・21㈪（県医）広報委員会について
４．４/17㈭（日医）都道府県医師会広報担当

理事連絡協議会について
５．宮崎県医師会バージョンの「日医君」イラ

ストについて
６．４/４㈮日医シンポジウム「医師会の創“医”

工夫～医療人材確保に向けて～」について
７．４/19㈯（県医）日医シンポジウム「未来

ビジョン“若手医師の挑戦”」について
８．４/22㈫（国保連合会）県国保等はり，きゅ

う及びあん摩マッサージ療養費審査委員会
について

９．４/17㈭（県医）県プライマリ・ケア研究
会学術広報委員会について

10．４/16㈬（日医）日医予防接種・感染症危
機管理対策委員会について

医師連盟関係
（議決事項）
１．４/23㈬（東京）松下新平君を囲む会について

　協力することが承認された。
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２．５/14㈬（東京）「国民医療を守る議員の会
総会」地元国会議員への出席依頼について
　本県選出国会議員へ出席を依頼すること
が承認された。なお，郡市医師連盟からも
依頼をお願いすることとなった。

３．５/20㈫（日医）日医連拡大選挙対策会議並
びにかまやちさとし決起大会の開催について
　河野委員長，金丸・吉田常任執行委員を
はじめ，５名出席をすることが承認された。

４．５/20㈫（東京）「参議院議員自見はなこ参
　　議院議員政策セミナー」の開催について

　協力することが承認された。
（報告事項）
１．４/19㈯（JA-AZM）自民党県連第一選挙

区支部長公募１次選考について
２．４/20㈰（東京）日医連医政活動研究会に
　　ついて

お知らせ

令和７年度日本医師会認定医療秘書養成制度
卒業生求職のお願い

　宮崎県医師会では，日本医師会認定医療秘書養成を宮崎学園短期大学に委託しております。
　貴院におかれまして，医療事務職員採用のご予定がございましたら，何卒，宮崎学園短期大学
よりご採用いただきますようご検討をお願いいたします。
　なお，求職に関するお問い合わせなどにつきましては，直接担当者までご連絡いただきますよ
うお願い申し上げます。

令和８年３月末卒業予定者
【就職希望者】 10名（男０人，女10人）
【就職希望地】 宮崎市内７名，都城１名，
　　　　　　　 日向・延岡１名，西都・高鍋１名
【連　絡　先】 〒889‐1605
　　　　　　　 宮崎市清武町加納丙1415番地
　　　　　　　 TEL：0985‐85‐0146
　　　　　　　 現代ビジネス科　教　授　黒野　伸子
　　　　　　　 キャリア教育センター　センター長　河野　　豪
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県　医　の　動　き
（５月）

１ 日産婦医会性教育指導セミナー全国大会実行委員会
（Web会議）（上山理事）

７ 鹿児島県医師会との倫理審査に関する打合せ
（Web会議）（荒木常任理事他）

８
日医財務委員会（Web会議）（小牧副会長）
県保健医療福祉調整本部会議（金丸副会長他）
県産婦人科医会常任理事会（嶋本常任理事他）

９
医師協理事会（河野理事長他）
認知症サポート医・かかりつけ医スキルアップ
研修会（Web会議）（吉見常任理事）

10 県内科医会総会・学術講演会（Web会議）（玉置常任理事）

11 全国有床診療所協議会理事会（Web会議）（会長）

12
広域災害救急医療情報システム（EMIS）にか
かる事務局説明会（Web会議）
広報委員会（荒木常任理事他）
産業医部会理事会（Web会議）（会長他）

13 第３回全理事協議会（会長他）
県医師連盟総決起大会（河野委員長他）

14
（東京）自民党議員連盟「国民医療を守議員の
会総会」（金丸常任執行委員）
支払基金審査運営協議会（会長）

15 県医療審議会及び県医療介護推進協議会（会長他）
在宅医療協議会役員会（Web会議）（市来常任理事他）

16
（日医）医師会立看護師等養成所会議（都道府
県医師会医療関係者担当理事連絡協議会）

（赤須常任理事）
県警察医会協議会（Web会議）（玉置理事）

17 （福島）男女共同参画フォーラム（金丸副会長他）
産業医部会総会・研修会（TV会議）（小牧副会長他）

18
（福岡）レジナビフェア福岡（大塚常任理事）
（東京）全国有床診療所協議会理事会・臨時社
員総会・有床診療所医師連盟執行委員会（会長）
県小児科医会総会・春季学術講演会（髙木常任理事）

19
広報委員会（荒木常任理事他）
組織強化・将来構想委員会小委員会（Web会議）

（小牧副会長他）

20

（日医）都道府県医師会長会議（会長）
サイバーセキュリティ連携協定式（小牧副会長）

（日医）日医連拡大選挙対策会議（河野委員長他）
（日医）かまやちさとし決起大会（河野委員長他）
（東京）参議院議員自見はなこ政策セミナー

（河野委員長他）

21
（都城市）都城市郡医師会病院創立40周年記念
並びに心臓・脳血管・透析センター完成祝賀会

（会長）

22

県国保等はり，きゅう及びあん摩マッサージ療
養費審査委員会（大塚常任理事）
日医有床診療所委員会（Web会議）（会長）
県認知症疾患医療センター合同会議（Web会議）

（吉見常任理事）

23

県医監事監査（会長他）
（日医）都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

（Web会議）（落合常任理事他）
（熊本）九州各県保健医療福祉主管部長・九州
各県医師会長合同会議（金丸副会長）
医師協会計監査（河野理事長他）

24 自民党県連定期大会（河野委員長他）
河野しゅんじ県政報告会（河野委員長）

26 在宅医療研修会企画小委員会（Web会議）
（吉見常任理事）

27

医師協理事会（河野理事長他）
九州地方社会保険医療協議会宮崎部会（嶋本常任理事）
医師協理事・運営委員合同協議会（河野理事長他）
第４回全理事協議会（会長他）
各郡市医師会長協議会（会長他）

28
労災診療指導委員会・労災部会理事会

（赤須常任理事他）
（西諸）西諸医師会との意見交換会（会長他）

29

県保険者協議会
県認知症高齢者グループホーム連絡協議会理事会

（吉見常任理事）
県中小企業団体中央会創立70周年記念式典

（吉田副理事長）
県内科医会会誌編集委員会（玉置常任理事）
県整形外科医会理事会（Web会議）

30

社会を明るくする運動宮崎県推進委員会（金丸副会長）
県医療勤務環境改善支援センター運営協議会

（池井常任理事他）
学校医部会理事・評議員会（Web会議）（会長他）
県有床診療所協議会役員会（Web会議）（佐々木理事）

31 死体検案研修会（会長他）
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ドクターバンク情報
（無料職業紹介所）

令和７年５月１日現在

本会では，会員の相互情報サービスとしてドクターバンク（求人・求職等の情報提供）を設置しており
ます。登録された情報は，当紹介所で管理し秘密は厳守いたします。
現在，下記のとおりの情報が寄せられております。お気軽にご利用ください。
お申し込み・お問い合わせは当紹介所へ直接お願いいたします。
また，宮崎県医師会ホームページでも手続きと情報のあらましを紹介しておりますのでご覧ください。

　１．求職者登録数　　７人
希望診療科目 求 職 数 常　  勤 非 常 勤

内 科 １ ０ １
外 科 １ １ ０
整 形 外 科 １ １ ０
放 射 線 科 １ ０ １
総 合 診 療 科 １ ０ １
産 婦 人 科 １ ０ １
老 健 １ ０ １

　２．斡旋成立件数　　107人
合　  計

令和７年度（４/１～５/１） ３
平 成 1 6 年 度 か ら 累 計 107

　３．求人登録　　107件　　293人
募集診療科目 求人数 常　勤 非常勤

内 科 91 68 23
外 科 22 19 ３
整 形 外 科 19 16 ３
精 神 科 14 12 ２
脳 神 経 外 科 ２ ２ ０
循 環 器 科 14 11 ３
消 化 器 内 科 24 18 ６
麻 酔 科 ６ ６ ０
眼 科 10 ６ ４
放 射 線 科 ９ ９ ０
小 児 科 ４ ３ １
呼 吸 器 科 ０ ０ ０
在 宅 診 療 ２ ２ ０
総 合 診 療 科 ・ 内 科 11 ７ ４
脳 神 経 内 科 ２ ２ ０
呼 吸 器 内 科 11 ７ ４
リハビリテーション科 ５ ３ ２
救 命 救 急 科 ７ ４ ３

（人）
募集診療科目 求人数 常　勤 非常勤

消 化 器 外 科 ４ ３ １
乳 腺 外 科 ２ ２ ０
健 診 ３ ３ ０
泌 尿 器 科 ２ ２ ０
産 婦 人 科 ０ ０ ０
検 診 ０ ０ ０
皮 膚 科 ０ ０ ０
婦 人 科 １ １ ０
呼 吸 器 外 科 ０ ０ ０
人 工 透 析 12 ８ ４
リ ウ マ チ 科 ０ ０ ０
臨 床 病 理 科 ０ ０ ０
形 成 外 科 １ １ ０
診 療 科 目 不 問 ７ ３ ４
緩 和 ケ ア ０ ０ ０
内 分 泌 糖 尿 病 内 科 ６ ４ ２
そ の 他 ２ ２ ０
合 計 293 224 69
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求　人　登　録　者（公開）
※求人情報は，申し込みが必要です。宮崎県医師協同組合，
　無料職業紹介所（ドクターバンク）へお申し込み下さい。

※下記の医療機関は，公開について同意をいただいております。
登録番号 施　　設　　名 所在地 募集診療科 求人数 勤務形態
160011 宮崎県赤十字血液センター 宮崎市 不問 １ 非常勤
160013 医）三晴会 金丸脳神経外科病院 宮崎市 整,リハ,神内,循内,脳外 ５ 常勤・非常勤
160017 医）宮崎博愛会 さがら病院宮崎 宮崎市 乳外,緩和 ５ 常勤・非常勤
160020 財）弘潤会 野崎病院 宮崎市 精 １ 常勤
160031 社医）同心会 古賀総合病院 宮崎市 内,外,整 ４ 常勤・非常勤
170048 社医）慶明会 けいめい記念病院 国富町 内 １ 常勤
180082 国立病院機構宮崎東病院 宮崎市 内,神内,整,消内,腫内,放 ６ 常勤
190087 公社）宮崎市郡医師会病院 宮崎市 消内,呼内,総診 ５ 常勤
190094 社医）耕和会 迫田病院 宮崎市 内,外 ２ 常勤
190095 社医）慶明会 宮崎中央眼科病院 宮崎市 眼 １ 常勤
200104 社医）善仁会 宮崎善仁会病院 宮崎市 救急,外,呼内,消内,糖内 ５ 常勤・非常勤
200105 医）誠友会 南部病院 宮崎市 外,内,放 ３ 常勤
210110 医）幸秀会 大江整形外科病院 宮崎市 整 １ 常勤
230139 社福）介護老人保健施設 サンフローラみやざき 国富町 内,外 ２ 常勤
230144 生協）宮崎生協病院 宮崎市 消内,腎内,透,循内,呼内,内,健診 13 常勤・非常勤
230146 財）潤和リハビリテーション振興財団潤和会記念病院 宮崎市 整,脳外,緩和,救急 ４ 常勤
230148 医）コムロクリニック 宮崎市 美外,形外,麻 ３ 常勤
230161 医）健心会 滝口内科医院 宮崎市 精 ２ 常勤・非常勤
230164 宮崎県保健所 宮崎市 公衆衛生 １ 常勤
230177 医）社団尚成会 近間病院 宮崎市 内,消内,消外,放 ２ 常勤
230185 医）朋詠会 獅子目整形外科病院 宮崎市 整,内 ２ 常勤
230194 医）財団シロアム会 新城眼科医院 宮崎市 眼 ２ 常勤・非常勤
230196 医）社団高信会 辰元病院 宮崎市 内 １ 常勤
230209 財）弘潤会 野崎東病院 宮崎市 内 １ 常勤
230213 医）聖美会 南宮崎ヤマモト腎泌尿器科 宮崎市 泌,内,透（いずれか） １ 常勤
230214 医）聖美会 青島リゾートクリニック 宮崎市 内,外,リハ（いずれか） １ 常勤
230215 医）社団紘和会 平和台病院 宮崎市 糖内,消内 ３ 常勤
230217 医）けいあい かいクリニック 宮崎市 整,リハ ２ 非常勤
230220 医）社団 宮崎医療センター病院 宮崎市 総診,内,消内,呼内,整（いずれか） ２ 常勤
230224 医）雅会 河野整形外科 宮崎市 内 １ 非常勤
230227 医）マナビヤ マナビヤ在宅クリニック「un」 宮崎市 不問 ３ 常勤・非常勤
230230 医）りっか会 ピア・ささき病院 宮崎市 精 ２ 常勤・非常勤
230231 認Ｎ）ホームホスピス宮崎 宮崎市 内 ２ 常勤・非常勤
230233 独）宮崎江南病院 宮崎市 呼内,総診,糖内 ６ 非常勤
230235 医）青葉会 のざきクリニック 宮崎市 内 ５ 常勤・非常勤
230240 医）順養会 海老原病院 国富町 内 １ 常勤
230241 医）慈光会 宮崎若久病院 宮崎市 精 １ 常勤
230242 さくらメンタルクリニック 宮崎市 精 １ 常勤
230243 医）よしき会 どんぐりこども診療所 宮崎市 小 １ 常勤
160010 特医）敬和会 戸嶋病院 都城市 内 １ 常勤
160018 医）宏仁会 メディカルシティ東部病院 都城市 整,消内,消外,麻,循内 ５ 常勤
170057 医）清陵会 隅病院 都城市 内,整,訪診 ３ 常勤
180064 国立病院機構都城医療センター 都城市 消内 １ 常勤
190092 一社）都城市郡医師会病院 都城市 内,呼内,消内 ６ 常勤
210114 一社）藤元メディカル藤元病院 都城市 精,内 ３ 常勤
230127 医）倫生会 三州病院 都城市 内,消内,消外,乳外,麻,緩和 ６ 常勤・非常勤
230137 医）宏仁会 海老原内科 都城市 内 １ 常勤
230162 一社）藤元メディカル藤元総合病院 都城市 内,循内,救急,呼内,放 10 常勤
230179 医）与州会 柳田病院 都城市 外 １ 常勤
230181 医）社団牧会 介護老人保健施設はまゆう 三股町 内 １ 常勤
230192 医）社団明晴会 速見泌尿器科内科医院 都城市 腎内 １ 常勤・非常勤
230199 医）社団アブラハムクラブ ベテスダクリニック 都城市 糖内,心内 ２ 常勤
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登録番号 施　　設　　名 所在地 募集診療科 求人数 勤務形態
230208 医）社団樺の葉 ホームクリニックみまた 三股町 内 １ 常勤・非常勤
230216 一社）藤元メディカルシステム大悟病院 三股町 精,内 ２ 常勤
230225 医）社団明恵会 早水公園クリニック 都城市 内 ２ 常勤・非常勤
160012 医）伸和会 延岡共立病院 延岡市 整,内 ３ 常勤
160021 医）建悠会 吉田病院 延岡市 精 １ 常勤
160034 医）健寿会 黒木病院 延岡市 消外,消内,健診 ３ 常勤
190086 医）早田病院 延岡市 消内,循内 ２ 常勤
200100 医）育生会 井上病院 延岡市 小 １ 常勤
200102 一社）延岡市医師会病院 延岡市 内,消内,消外,放 ４ 常勤
210109 一社）延岡市夜間急病センター 延岡市 内,小 ２ 非常勤
230186 医）隆誠会 延岡保養園 延岡市 精,内 ２ 常勤
230189 特医）健腎会 おがわクリニック 延岡市 泌,透 ２ 常勤
230203 医）杉杏会 杉本病院 延岡市 内 １ 非常勤
230210 医）あつきこころ 大貫診療所 延岡市 内,外（いずれか） １ 常勤
230219 財）延岡リハビリテーション病院 延岡市 内,整,リハ ３ 常勤
230238 医）en. 縁・在宅クリニック 延岡市 不問 ２ 常勤・非常勤
160039 医）誠和会 和田病院 日向市 外 ２ 常勤
210111 福）恩賜財団宮崎県済生会 日向病院 門川町 内,外,リハ ３ 常勤
230147 美郷町国民健康保険西郷病院 美郷町 内,整 ３ 常勤
230152 美郷町国民健康保険南郷診療所 美郷町 内,整 ２ 常勤
230200 医）おざきメディカルアソシエイツ 尾崎眼科 日向市 眼 １ 常勤・非常勤
230201 医）洋承会 今給黎医院 日向市 内,循内,呼内,糖内 ４ 非常勤
230232 医）社団弘文会 松岡内科医院 日向市 透 １ 非常勤
230239 稲原眼科医院 日向市 眼 １ 非常勤
160023 医）宏仁会 海老原総合病院 高鍋町 内,外,麻,健診 ４ 常勤・非常勤
230187 国立病院機構宮崎病院 川南町 総診,救急,呼内,循内,神内,整 12 常勤・非常勤
230223 医）聖山会 川南病院 川南町 内,腎内 ３ 常勤
160024 医）隆徳会 鶴田病院 西都市 内,外,整,総診,透,循内 ６ 常勤
230204 医）昇山会 上山医院 西都市 内,整（いずれか） １ 非常勤
230234 社医）暁星会 三財病院 西都市 内 １ 常勤
150002 社医）慶明会 おび中央病院 日南市 内,リハ ３ 常勤・非常勤
160022 医）愛鍼会 山元病院 日南市 内 １ 常勤
160037 医）十善会 県南病院 串間市 精,内 ２ 常勤
170047 日南市立中部病院 日南市 内,外,整,在宅,眼 ５ 常勤
180071 串間市民病院 串間市 内,外,総診,消内,腎内,呼内 ６ 常勤
230149 社医）介護老人保健施設 おびの里 日南市 内 １ 常勤
230188 医）春光会 春光会記念病院 日南市 内,整 ４ 常勤・非常勤
230211 医）秀英会 介護老人保健施設長寿の里 串間市 不問 １ 常勤
230221 医）文誠会 なんごう病院 日南市 内,外,消内 ６ 常勤・非常勤
230222 宮崎県立日南病院 日南市 消内 ２ 常勤
230236 医）和真会 東内科クリニック 日南市 透 １ 常勤
160019 医）相愛会 桑原記念病院 小林市 循内,内,外 ４ 常勤・非常勤
170043 医）和芳会 小林中央眼科 小林市 眼 ２ 常勤・非常勤
180067 小林市立病院 小林市 放,内,総診,麻 ６ 常勤
180076 医）けんゆう会 園田病院 小林市 外,内,総診 ６ 常勤・非常勤
190091 医）友愛会 野尻中央病院 小林市 内,眼 ３ 常勤・非常勤
230167 医）介護老人保健施設 さわやかセンター 小林市 内 １ 非常勤
230169 医）連理会 和田クリニック 小林市 内 １ 常勤
230197 医）友光会 整形外科押領司病院 小林市 整,内,循内 ３ 常勤・非常勤
230218 医）養気会 池井病院 小林市 腎内 １ 常勤
230229 国民健康保険高原病院 高原町 内 １ 非常勤
230237 医）東陽会 整形外科前原病院 小林市 整 １ 常勤
170049 五ヶ瀬町国民健康保険病院 五ヶ瀬町 内,外 ２ 常勤
180070 高千穂町国民健康保険病院 高千穂町 内,眼,小 ３ 常勤
190088 日之影町国民健康保険病院 日之影町 内,外（いずれか） １ 常勤
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病医院施設の譲渡・賃貸
◆譲渡，賃貸希望の物件を紹介いたします。

ドクターバンク無料職業紹介所利用のご案内
１．取扱範囲は宮崎県内全域です。但し，求職者は県外でも結構です。
２．紹介受付は，月～金の９時～12時及び13時～17時です。
３．申込み方法は，所定の用紙「求職票」「求人票」にご記入後登録させていただきます。
４．ご希望に沿った先を斡旋させていただきます。
５．求職者の紹介時には各医療機関で医師免許等のご確認をお願いいたします。
６．斡旋成立時の紹介料は，「求人」「求職」いずれも無料です。

　お問合せ先　 ドクターバンク無料職業紹介所
　　 〒880‐0023 宮崎市和知川原１丁目101番地（宮崎県医師協同組合）
　　　　　　　  TEL 0985‐23‐9100（代）・ FAX 0985‐23‐9179
　　　　　　　  E-mail : isikyou@miyazaki.med.or.jp

令和７年５月１日現在

１．譲渡物件

①　宮崎市阿波岐ヶ原町前田2633番, 2634番
　　土地のみ：2,022.17㎡（612.77坪）

所有者：児湯医師会員
（医）崧雲会 林クリニック

②　西都市中央町２丁目６番地　　　　　　　　　       所有者：西都市西児湯医師会員
　　土地：2,280.83㎡（691.16坪）　　　　　　　　　   図師医院跡
　　建物：鉄筋コンクリート造陸屋根３階建
　　１階　674.74㎡　２階　547.79㎡　３階　177.95㎡　計　1,400.48㎡（424.38坪）
　　※別途駐車場あり（20台）

③　延岡市無鹿町１丁目710　　　　　　　　　　        所有者：（医）社団 隆豊会
　　土地：1,654.58㎡（501.38坪）　　　　　　             江崎医院跡
　　建物：鉄筋コンクリート造陸屋根４階建
　　１階　145.76㎡　２階　338.70㎡　３階　330.69㎡　４階　14.25㎡　
　　計　829.40㎡（251.33坪）  ※駐車場あり（50台）

２．譲渡又は
　　賃貸物件

①　児湯郡川南町大字平田1402－74
　　土地：4,449㎡（1,348.18坪）
　　建物：鉄骨セメント造平屋建
　　１階　825.66㎡（250.20坪）  ※駐車場あり（70台）

所有者：児湯医師会員
（医）崧雲会 林クリニック

３．賃貸物件

①　都城市東町10街区18号　　　　　　　　　　　      所有者：都城市北諸県郡医師会員
　　土地：614.18㎡（186.11坪）　　　　　　　　      （医）与州会 柳田病院
　　建物：鉄筋コンクリート造３階建
　　１階　324.30㎡　２階　322.11㎡　３階　322.11㎡　計　968.52㎡（293.49坪）
　　　※駐車場あり（３台）　別に隣接病院駐車場あり（応相談）
　　　※賃貸部分は，２階，３階（グループホームやすらぎ）

②　宮崎市大字本郷南方字榎田2541番地１　　　　　   所有者：宮崎市郡医師会員
　　土地：750.44㎡（227.40坪）　　　　　　　　　   （医）健心会 滝口内科医院
　　建物：木造スレートぶき２階建　　　　　　　　　　　　  （旧）のぞみ医院跡
　　１階　255.27㎡　２階　73.50㎡　計　328.77㎡（99.62坪）  ※駐車場あり（15台）
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日州医事へのご意見・ご感想をお待ちしています

宮崎県医師会広報委員会
E-mail : genko@miyazaki.med.or.jp

FAX : 0985‐27‐6550
TEL : 0985‐22‐5118

　日州医事では，読者の皆様から広くご意見・ご感想・ご要望をお待ち
しています。本誌に対するご感想や，読みたい記事のご提案など，忌憚
のないご意見を是非お寄せください。
　なお，いただいたご意見は「読者の広場」として日州医事上で匿名にて
紹介させていただくことがあります。掲載を希望されない場合はその旨
お知らせください。

注：FAXの際は，このページを切り取り，
　　裏面の原稿用紙もご利用になれます。
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宮崎県医師会広報委員会 行　FAX：0985－27－6550

お名前：

ご所属：

ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　  ＦＡＸ：
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宮崎県医師会行事予定表

※都合により，変更になることがあります。
　行事予定は県医師会のホームページからもご覧になれます。

令和７年５月29日

６　　　　　　　月
１ 日
２ 月 19：00　県糖尿病対策推進会議小幹事会

３ 火

14：30　県学校保健会理事・評議員会
15：30　学校保健及び学校安全に関する文

部科学大臣表彰及び県教育庁表彰
審査会

19：00　第１回理事会
終了後　第５回全理事協議会

４ 水 13：30　日医公衆衛生委員会（Web会議）
18：30　県アイバンク協会理事会（Web会議）

５ 木

６ 金
17：30　宮大医学部生対象マッチング登録

説明会＆県内基幹型臨床研修病院
合同説明会

７ 土 16：00　（熊本）九医連常任委員会
17：00　（熊本）九州ブロック日医代議員連絡会議

８ 日

９ 月
14：00　県健康づくり協会理事会
14：00　医療機関の安全に関する協定締結式
19：00　日産婦学会専門医制度宮崎地方委員会

10 火 19：00　第２回常任理事協議会

11 水 17：00　宮大医学部地域枠全体ミーティング
19：00　広報委員会

12 木
13：30　県移植推進財団評議員会
14：00　（千葉）全国国保組合協会通常総会
19：00　県産婦人科医会常任理事会

13 金

14 土
15：30　県医師協同組合通常総代会
16：00　県医師連盟執行委員会
16：40　県医師会定例代議員会
17：30　県医師会総会

15 日
16 月
17 火

18 水
13：30　宮大経営協議会
16：00　支払基金審査運営協議会
19：00　（日向市）日向市東臼杵郡医師会

との意見交換会

19 木 14：00　（日医）日医広報委員会
18：30　病院部会・医療法人部会定時総会

20 金

21 土

８：30　（北海道）日本プライマリ・
ケア連合学術大会（Web会議）

18：00　（東京）九州ブロック日医代
議員連絡会議

22 日

８：30　（北海道）日本プライマリ・
ケア連合学術大会（Web会議）

９：00　（日医）九州ブロック日医代
議員連絡会議

９：30　（日医）日医定例代議員会
12：00　県産婦人科医会J-CIMELS講習会

23 月 19：00　広報委員会

24 火

14：30　県国保等はり，きゅう及びあ
ん摩マッサージ療養費審査
委員会

18：30　医師協理事会（Web会議）
19：00　医師協理事・運営委員合同協議会

（Web会議）
終了後　第６回全理事協議会（Web会議）

25 水

13：30　保育サポート会員スキルアッ
プ研修会・交流会 

15：00　労災診療指導委員会・労災部
会理事会 

15：00　県がん診療連携協議会

26 木

14：00　県健康づくり協会評議員会
18：00　九州地方社会保険医療協議会

宮崎部会
19：00　医師国保組合定例事務監査

27 金

28 土

12：30　県認知症高齢者グループホーム連
絡協議会理事会

14：00　県認知症高齢者グループホーム連
絡協議会総会・全体研修会

17：00　宮崎大学医学部精神科平野洋嗣教
授就任祝賀会

29 日 11：00　（東京）レジナビ東京
30 月 19：00　園医部会理事会（Web会議）

国 

保 

審 

査

社 

保 

審 

査



日 州 医 事 第910号令和７年６月50

宮崎県医師会行事予定表

※都合により，変更になることがあります。
　行事予定は県医師会のホームページからもご覧になれます。

令和７年５月29日

７　　　　　　　月

17 木
９：00　女性医師等保育支援サービスシス

テム事業サポート会員養成講座
19：00　医師国保組合通常組合会

18 金
19 土 （秋田）全国有床診療所協議会
20 日 （秋田）全国有床診療所協議会
21 月  （海の日）
22 火

23 水 15：00　日医有床診療所委員会（Web会議）
19：00　広報委員会

24 木
14：30　県国保等はり，きゅう及びあ

ん摩マッサージ療養費審査
委員会

25 金

26 土

15：00　（佐賀）九州学校検診協議会
専門委員会

15：00　（埼玉）日産婦医会性教育指
導セミナー全国大会

15：00　日医未来医師会ビジョン委員会
（Web会議）

16：00　（佐賀）九医連常任委員会
17：00　（佐賀）九州学校検診協議会役員会
18：00　（佐賀）九州各県医師会学校

保健担当理事者会

27 日

９：00　（佐賀）九州学校検診協議会
年次大会

９：00　（佐賀）九ブロ学校保健・学
校医大会

９：15　（埼玉）日産婦医会性教育指
導セミナー全国大会

12：00　（佐賀）九医連学校医会評議員会

28 月

29 火

18：00　九州地方社会保険医療協議会宮崎部会
18：30　医師協理事会（Web会議）
19：00　医師協理事・運営委員合同協議会

（Web会議）
終了後　第８回全理事協議会（Web会議）

30 水 15：00　労災診療指導委員会・労災部会理事会
31 木

国 

保 

審 

査

社 

保 

審 

査

1 火
13：30　県歯科保健推進協議会
18：30　第７回全理事協議会
19：00　県福祉保健部・病院局と県医師会

との意見交換会
2 水

3 木

13：00　全国医師会産業医部会連絡協議会
（Web会議）

13：30　県総合計画審議会
16：30　（日医）日医医業経営検討委員会
19：00　医師国保組合理事会

4 金

5 土
13：00　（福岡）九州地区医師会立共同利

用施設連絡協議会
17：00　（福岡）九医連常任委員会
17：30　（福岡）九州医連連絡会常任執行委員会

6 日 ９：00　（福岡）九州地区医師会立共同利
用施設連絡協議会

7 月
8 火

9 水
９：00　女性医師等保育支援サービスシス

テム事業サポート会員養成講座
15：00　日医救急災害医療対策委員会

（Web会議）
10 木 19：00　県産婦人科医会常任理事会

11 金
13：30　県地方独立行政法人評価委員会
18：30　勤務医部会会計監査
19：00　勤務医部会理事会

12 土

県整形外科医会総会
労災部会総会

15：30　県外科医会理事会
16：00　県外科医会総会
16：00　県専門研修プログラム合同説明会
17：00　県外科医会・県整形外科医会・労

災部会合同学会
13 日 ９：00　人体シミュレータを用いた在宅医療研修会
14 月 19：00　広報委員会
15 火 19：00　第３回常任理事協議会

16 水
15：00　（日医）日医地域医療対策委員会
16：00　支払基金審査運営協議会
19：00　（日南市）南那珂医師会との意見交換会
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医 学 会 ・ 講 演 会
日本医師会生涯教育講座認定学会

単位：日本医師会生涯教育制度認定単位数，CC：カリキュラムコード（当日，参加証を交付）
がん検診：各種がん検診登録・指定・更新による研修会（胃・大腸・肺・乳）
アンダーラインの部分は，変更になったところです。

名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

南那珂医師会生涯
教育医学会

（Web講習会）
６月５日㈭
19：00～20：00
南那珂医師会館２
Ｆ大ホール
※受講は現地また
　はWeb

チルゼパチド（マンジャロ）の有用性を検証する
　　内科阿部医院 院長　　　　　　　　   阿部　克成

76
（1.0）

◇主催
※南那珂医師会
☎0987-23-3411
◇共催
イーライリリー㈱
田辺三菱製薬㈱

延岡医学会学術講
演会

（Web講習会）
６月６日㈮
19：00～20：00
延岡市コワーキン
グスペース
※受講は現地また
　はWeb

循環器診療におけるGLP-1受容体作動薬の位置付け
　　県立延岡病院 循環器内科 主任部長　
　　心臓脳血管センター長　　　　　　　山本　展誉

76
（1.0）

◇主催
延岡医学会
◇共催
ノボノルディスクファーマ㈱

（連絡先）
延岡市医師会
☎0982-21-1300

西都市西児湯内科
医会学術講演会
６月６日㈮
19：00～20：00
ホテルプリムロー
ズ西都

冠動脈疾患における抗血栓マネジメント
～P-CABの有用性を考える～
　　宮崎大学医学部 内科学講座　
　　循環器・腎臓内科学分野 教授　　　   海北　幸一

52
（1.0）

◇主催
西都市西児湯医師会内科医会
◇共催
※西都市西児湯医師会
☎0983-43-1687
大塚製薬㈱
武田製薬工業㈱

日向市東臼杵郡医
師会学術講演会
６月７日㈯
16：00～17：00
日向市東臼杵郡医
師会館

さまざまな依存症とその対応
～アルコール，ギャンブルから，ゲーム，オーバードー
　ズ，リスカまで～
　　埼玉県立精神医療センター 副院長　  成瀬　暢也

12
（1.0）

◇主催
※日向市東臼杵郡医師会
☎0982-52-0222
◇共催
日向市東臼杵郡医師会内科医会
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

第92回宮崎県精神
科医会懇話会
６月７日㈯
17：30～19：00
アートホテル宮崎
スカイタワー３Ｆ

致死的疾患，特にがん患者に対する精神的ケア
～抑うつ，不安，不眠，せん妄，遺族への対応～
　　名古屋市立大学医学研究科
　　精神・認知・行動医学分野 教授　　  明智　龍男

81
（1.5）

◇主催
※宮崎県精神科医会
☎0982-37-0126
◇共催
エーザイ㈱

都城市北諸県郡医
師会学術講演会

（Web講習会）
６月10日㈫
19：00～20：15
未来創造ステーショ
ン会議室１
※受講は現地また
　はWeb

かかりつけ医によるCKD診療のポイント
～早期治療介入と尿検査の重要性を中心に～
　　香川大学医学部 循環器・腎臓・脳卒中内科
　　講師　　　　　　　　　　　　　　　祖父江　理

73
（1.0）

◇主催
※都城市北諸県郡医師会
☎0986-22-0711
◇共催
小野薬品工業㈱
アストラゼネカ㈱

宮崎市郡内科医会
学術講演会

（Web講習会）
６月16日㈪
19：00～20：20
MRT micc ３Ｆ

「エメラルドホール」
※受講は現地また
　はWeb

肥満症治療Update
　　宮崎大学医学部 内科学講座
　　血液・糖尿病・内分泌内科学分野 講師

上野　浩晶

23
（0.5）

◇主催
宮崎市郡内科医会
◇共催
ノボノルディスクファーマ㈱

（連絡先）
宮崎市郡医師会
☎0985-77-9100

循環器疾患における肥満症治療介入への期待
　　宮崎大学医学部 内科学講座
　　循環器・腎臓内科学分野 准教授　  松浦　祐之介

23
（0.5）

令和7年度医療安
全管理講演会
６月18日㈬
17：00～18：15
宮崎大学医学部附
属病院臨床講義室
205

患者安全の全体像と課題
　　名古屋大学医学部附属病院
　　副病院長・患者安全推進部 教授　　   長尾　能雅

専門医共通講習‐医療安全（必修）：１単位

７
（1.0）

◇主催
宮崎大学医学部附属
病院医療安全管理部

（連絡先）
宮崎大学医学部附属病院医
療人育成課卒後臨床研修係
☎0985-85-1864

宮崎県医師会産業
医研修会
６月18日㈬
19：00～21：00
宮崎県医師会館

第14次労働災害防止計画の概要と重要ポイント
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　  江藤　敏治

生涯研修の更新研修会：２単位

６
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

第19回宮崎心臓リ
ハビリテーション
セミナー

（Web講習会）
６月19日㈭
18：20～20：00
KITENビル中会
議室
※受講は現地また
　はWeb

Stop！心不全パンデミック，Stop！心不全リスクファクター
～時間軸を意識した心不全診療の最適化～
　　愛知医科大学医学部 内科学講座 循環器内科
　　教授　　　　　　　　　　　　　　　天野　哲也

他

42
（1.5）

◇主催
宮崎心臓病研究会
◇共催
日本ベーリンガー
インゲルハイム㈱

（連絡先）
宮崎市郡医師会病院
☎0985-77-9101

都城市北諸県郡医
師会内科医会学術
講演会

（Web講習会）
６月19日㈭
19：00～20：00
都城ロイヤルホテル
※受講は現地また
　はWeb

COVID19診療up to date
～抗ウイルス薬による治療意義を考える～
　　宮崎大学医学部 内科学講座
　　呼吸器･膠原病･感染症･脳神経内科学分野 教授

宮崎　泰可

８
（1.0）

◇主催
都城市北諸県郡内科医会
◇共催
塩野義製薬㈱

（連絡先）
都城市北諸県郡医師会
☎0986-22-0711

宮崎県医師会産業
医研修会
６月19日㈭
19：00～21：00
宮崎県医師会館

化学物質管理者制度と産業医
～化学物質の性状に関連の強い労働災害～
　　産業保健相談員
　　労働衛生コンサルタント　　　　　　下津　義博

生涯研修の専門研修会：２単位

０
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

令和７年度心臓検
診一次検討会

（後期）
６月20日㈮
19：00～21：00
日向市東臼杵郡医
師会館

症例検討会
　　なかむら内科循環器内科 院長　　　   中村　剛之

43
（2.0）

◇主催
日向市東臼杵郡医
師会心臓検診班
◇後援
※日向市東臼杵郡医師会
☎0982-52-0222
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

延岡医学会学術講
演会
６月20日㈮
19：00～20：00
エンシティホテル
延岡

超高齢化社会における抗血栓管理
～消化管出血を抑制することの重要性～
　　宮崎大学医学部 内科学講座
　　循環器・腎臓内科学分野 教授　　　   海北　幸一

50
（1.0）

◇主催
延岡医学会
◇共催
大塚製薬㈱
武田薬品工業㈱

（連絡先）
延岡市医師会
☎0982-21-1300

第90回宮崎整形外
科懇話会
６月21日㈯
17：30～18：30
宮崎大学医学部臨
床講義室205教室

参加費：1,000円

新しい内視鏡UBEが脊椎内視鏡手術を一般化する
　　聖隷浜松病院 整形外科　　　　　   佐々木　寛二

60
（1.0）

◇主催
宮崎整形外科懇話会
◇共催
宮崎県整形外科医会
旭化成ファーマ㈱

（連絡先）
宮崎大学医学部整形外科
☎0985-85-0986

宮崎市郡内科医会
学術講演会

（Web講習会）
６月23日㈪
19：00～20：00
大塚製薬㈱宮崎出
張所
※受講はWebのみ

認知症周辺症状の現状と薬物療法（仮）
　　野崎病院 精神科　　　　　　　　　   倉増　亜紀

29
（0.5）

◇主催
宮崎市郡内科医会
◇共催
大塚製薬㈱

（連絡先）
宮崎市郡医師会
☎0985-77-9100

認知症診療における薬物療法の功罪
　　野崎病院 院長　　　　　　　　　　　   石田　康

29
（0.5）

第194回宮崎心臓
病研究会

（Web講習会）
６月24日㈫
18：50～20：10
宮崎観光ホテル東
館２階「初雁の間」
※受講は現地また
　はWeb

超高齢社会における包括的心不全診療
　　久留米大学医学部 内科学講座
　　心臓血管内科学部門 主任教授　　　   福本　義弘

他

10
（1.0）

◇主催
※宮崎心臓病研究会
☎0985-77-9101
◇共催
バイエル薬品㈱

宮崎県医師会産業
医研修会
６月25日㈬
19：00～21：00
串間市民病院会議室

作業現場における暑熱環境対策
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　   江藤　敏治

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

宮崎県医師会産業
医研修会
６月27日㈮
14：00～16：00
宮崎県医師会館

職場環境測定結果を正しく理解するために
　　産業保健相談員
　　宮崎大学国際連携機構・国際連携センター 客員教授

黒田　嘉紀

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県HPVワクチ
ンセミナー

（Web講習会）
６月27日㈮
19：00～20：00
KITENビル８Ｆ　
小会議室１
※受講はWebのみ

HPVワクチンのエビデンス
～年齢・性別によらない接種意義～
　　佐賀大学医学部附属病院 感染制御部
　　特任准教授　　　　　　　　　　    的野　多加志

11
（0.5）

◇主催
宮崎県小児科医会
◇共催
宮崎県産婦人科医会
※MSD㈱
☎0985-28-9496

HPVワクチン定期接種の重要性と宮崎県での取り組み
　　宮崎県立看護大学 専門基礎分野 教授

川越　靖之

11
（0.5）

宮崎県医師会産業
医研修会
７月２日㈬
19：00～21：00
宮崎県医師会館

早期離職を防ぎ新人が輝く新規入職者に対する研修の
ポイント
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　   江藤　敏治

生涯研修の専門研修会：２単位

10
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

令和７年度心臓検
診二次検討会

（後期）
７月４日㈮
19：00～21：00
日向市東臼杵郡医
師会館

症例検討会
　　なかむら内科循環器内科 院長　　　   中村　剛之

44
（2.0）

◇主催
日向市東臼杵郡医
師会心臓検診班
◇後援
※日向市東臼杵郡医師会
☎0982-52-0222

宮崎県医師会産業
医研修会
７月９日㈬
19：00～21：00
串間市総合保健福
祉センター

早期離職を防ぎ新人が輝く新規入職者に対する研修の
ポイント
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　   江藤　敏治

生涯研修の専門研修会：２単位

10
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

令和７年度宮崎県
外科医会・宮崎県
整形外科医会・宮
崎県医師会労災部
会合同学会

（Web講習会）
７月12日㈯
17：00～18：00
宮崎県医師会館
※受講は現地また
　はWeb

脊髄損傷の診断と治療
　　宮崎大学医学部 感覚運動医学講座
　　整形外科学分野 教授　　　　　　　   亀井　直輔

57
（1.0）

◇主催
※宮崎県医師会労災部会
☎0985-22-5118
◇共催
宮崎県外科医会
宮崎県整形外科医会

宮崎県医師会産業
医研修会
７月17日㈭
19：00～21：00
都城市北諸県郡医
師会館

化学物質管理者制度と産業医
～化学物質の性状に関連の強い労働災害～
　　産業保健相談員
　　労働衛生コンサルタント　　　　　　下津　義博

生涯研修の専門研修会：２単位

０
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

精神科領域におけ
る感染症/不眠症
治療を考える会

（Web講習会）
７月22日㈫
19：00～20：30
ホテルJALシティ
宮崎２Ｆ「オルソ」
※受講は現地また
　はWeb

精神科病院におけるCOVID-19診療 up to date
～抗ウイルス薬による治療意義を考える～
　　宮崎大学医学部 内科学講座
　　呼吸器・膠原病・感染症・脳神経内科学分野 
　　教授　　　　　　　　　　　　　　　宮崎　泰可

８
（0.5）

◇主催
宮崎県精神科医会
◇共催
※塩野製薬㈱
☎0985-27-1041

不眠症治療の新たな選択肢
～ダリドレキサントをどのように臨床へ活かすべきか～
　　久留米大学 学長　　　　　　　　　   内村　直尚

20
（0.5）

宮崎県医師会産業
医研修会
７月23日㈬
14：00～16：00
宮崎県医師会館

職場のメンタルヘルスとストレスチェック制度
　　精神科専門医・指導医
　　宮崎県精神保健福祉センター 所長　   直野　慶子

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
７月23日㈬
19：00～21：00
宮崎県医師会館

事業場のゲートキーパー活動を支援するために
　　産業保健相談員
　　産業カウンセラー 人材科学研究所 代表

工藤　智徳

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

令和7年度第1回
宮崎県緩和ケア研
修会

（Web講習会）
７月26日㈯
９：00～17：30
宮崎大学医学部プ
レゼンテーション
ホール
※受講は現地また
　はWeb

e-learningの復習・質問
　　宮崎大学医学部附属病院 精神科 医師    船橋　英樹

他

15
（0.5）

◇主催
※宮崎大学医学部附属病院
☎0985-85-1510

コミュニケーション
　　宮崎医療センター病院 泌尿器科・緩和ケア
　　医師　　　　　　　　　　　　　　    山崎　浩司

他

４
（1.5）

全人的苦痛に対する緩和ケア
　　宮崎医療センター病院 消化器内科 医師

矢田　崇純

他

10
（1.5）

療養場所の選択と地域連携
　　和田病院 緩和ケア内科 医師　　　　　  丸田　望

他

13
（1.5）

第37回ひむか骨関
節・脊椎脊髄疾患
セミナー

（Web講習会）
７月26日㈯
15：30～17：30
KITENビル８階　
大会議室
※受講は現地また
　はWeb

頚椎症に関する病態と治療のUp-to-date
～手術治療から保存療法まで～
　　東京科学大学 医歯学総合研究科 整形外科学分野
　　准教授　　　　　　　　　　　　　　平井　高志

63
（1.0）

◇主催
ひむか骨関節・脊椎
脊髄疾患セミナー
◇共催
※第一三共㈱
☎070-1377-6776

腰痛，神経障害性疼痛に対する臨床・疫学研究
～健康寿命延伸のために～
　　名古屋大学医学系研究科 整形外科学/リウマチ学
　　主任教授　　　　　　　　　　　　　今釜　史郎

60
（1.0）

第96回宮崎大学眼
科研究会
７月26日㈯
16：10～19：00
宮崎大学錦本町キャ
ンパスわくわくセン
ター

参加費：2,000円

宮崎大学医学部附属病院　眼科専門外来の症例から
　　宮崎大学医学部附属病院 眼科 医員　  梶原　夏輝

他

36
（1.0）

◇主催　
※宮崎大学医学部感覚運
動医学講座眼科学分野
☎0985-85-2806

これからの斜視診療
　　浜松医科大学医学部 客員教授　　　   佐藤　美保

36
（1.0）
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名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

宮崎県医師会産業
医研修会
７月30日㈬
14：00～16：00
宮崎県医師会館

職場でみられるうつ病とその対応
　　精神科専門医・指導医
　　宮崎県精神保健福祉センター 所長　   直野　慶子

生涯研修の専門研修会：２単位

70
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
７月30日㈬
19：00～21：00
宮崎県医師会館

企業における受動喫煙防止対策と禁煙支援
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　   江藤　敏治

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
７月31日㈭
14：00～16：00
宮崎県医師会館

有害化学物質の管理
　　産業保健相談員
　　宮崎大学国際連携機構・国際連携センター 客員教授

黒田　嘉紀

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
８月７日㈭
19：00～21：00
延岡市職業訓練支
援センター

化学物質管理者制度と産業医
～化学物質の性状に関連の強い労働災害～
　　産業保健相談員
　　労働衛生コンサルタント　　　　　　下津　義博

生涯研修の専門研修会：２単位

０
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
８月13日㈬
19：00～21：00
串間市総合保健福
祉センター

企業における受動喫煙防止対策と禁煙支援
　　産業保健相談員
　　串間市民病院 内科　　　　　　　　   江藤　敏治

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
８月20日㈬
19：00～21：00
延岡市職業訓練支
援センター

事業場のゲートキーパー活動を支援するために
　　産業保健相談員
　　産業カウンセラー 人材科学研究所 代表

工藤　智徳

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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５月のベストセラー（宮崎県）
集計：2025年５月１日～５月23日

明林堂書店調べ　提供：本郷店（宮崎市大字本郷北方） ☎ （0985）56‐0868

１　カフネ
２　私が見た未来 完全版
３　じい散歩
４　開運はおうちが８割！引き寄せるすごい「家」
５　頭のいい人だけが解ける論理的思考問題
６　＃真相をお話しします
７　知りたいこと図鑑
８　人は話し方が９割
９　一次元の挿し木
10　禁忌の子

阿 部 暁 子
た つ き 　 　 　 諒
藤 野 千 夜
ケルマデック×ひすいこたろう
野 村 裕 之
結 　 城 　 真 一 郎
み っ け
永 松 茂 久
松 　 下 　 龍 之 介
山 口 未 桜

講 談 社
飛 鳥 新 社
双 葉 文 庫
K A D O K AWA
ダイヤモンド社
新 潮 文 庫
K A D O K AWA
す ば る 舎
宝 島 社 文 庫
東 京 創 元 社

名称・日時・場所 演　　　　　　　　　　　題
CC

（単位）
がん検診

主催・共催・後援
※＝連　絡　先

第62回宮崎救急医
学会
８月23日㈯
14：40～15：40
千代田病院

参加費：1,000円

南海トラフ巨大地震から宮崎の医療を守る（仮）
　　宮崎大学医学部 病態解析医学講座
　　救急・災害医学分野 教授
　　宮崎大学医学部附属病院 救命救急センター長

落合　秀信

14
（1.0）

◇主催
宮崎救急医学会
◇共催
日向市東臼杵郡医師会
日向市東臼杵郡医師会内科医会

（連絡先）
千代田病院
☎0982-52-7111

宮崎県医師会産業
医研修会
８月27日㈬
14：00～16：00
宮崎県医師会館

職場でのアルコール依存症に対する対策
　　精神科専門医・指導医 
　　宮崎県精神保健福祉センター 所長　   直野　慶子

生涯研修の専門研修会：２単位

11
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会

宮崎県医師会産業
医研修会
８月27日㈬
19：00～21：00
宮崎県医師会館

今日のうつ病の現状と対策
　　産業保健相談員
　　中村クリニック 院長　　　　　　　　   中村　究

生涯研修の専門研修会：２単位

70
（2.0）

◇主催
※宮崎産業保健総合支援センター
☎0985-62-2511
◇共催
宮崎県医師会
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診療メモ

骨 粗 鬆 症

はじめに
　「骨粗鬆症」という言葉は広く認知されてい
ますが，予防，治療ともに不十分な疾患のひと
つです。骨粗鬆症による骨折は「合併症」と考
えられています。合併症である骨折によって，
骨粗鬆症に初めて気付かれることも少なくあり
ません。日本では人口の高齢化にともない，
骨粗鬆症患者数も増加していると考えられ，
1,590万人（男性410万人，女性1,180万人）と
の推計もあります。自覚症状に乏しいため運動
器を扱う整形外科を受診するとは限らず，医療
面接による脆弱性骨折の病歴だけでも診断でき
ますので多くの診療科で診療してほしい疾患です。

骨粗鬆症の問題点
　骨粗鬆症はロコモの重要な疾患であり，介護
リスクが高い疾患といえます。サルコペニアや
フレイルとも関連しており，運動器にとどまら
ない全身的な問題です。生活習慣病による心血
管イベントがQOLや生命予後に影響するよう
に，骨粗鬆症による骨折イベントはQOLや生
命予後にも関与することが明らかとなってきま
した。骨粗鬆症は症状に乏しいことが診断や治
療の遅れにつながり問題を大きくしていると考
えられます。また，骨粗鬆症によって脆弱性骨
折を来すと次の骨折リスクが増大し，骨折が増
えるごとにADLや生命予後が低下することが
知られています。この「骨折の連鎖」を防ぐた
め国際骨粗鬆症財団（IOF）では２回目の骨折
を予防すべく「STOP AT ONE」活動や骨折リ
エゾンサービス（FLS）を展開しています。

骨粗鬆症のリスクファクター
　骨粗鬆症には低骨密度，年齢，性別（女
性），骨粗鬆症や骨折の家族歴，人種，早期閉
経，関節リウマチなどの疾患，またステロイド
など特定の薬剤がリスクファクターとして知ら

れています。またカルシウムやビタミンDなど
の摂取不足，運動不足，低体重（低BMI），喫
煙や過度のアルコール摂取などの生活習慣も関
与しています。

骨粗鬆症の診断
　骨粗鬆症の診断には骨密度検査装置が有用で
すが，設置している施設は多くないのが現状で
す。しかしながら骨粗鬆症の診断においては骨
密度検査装置を使用しなくても可能なものがあ
ります。脆弱性骨折の既往は骨粗鬆症の診断に
は極めて重要な情報であり，椎体骨折と大腿骨
近位部骨折の既往はそれだけで骨粗鬆症の診断
が可能です。これらの既往のある患者さんには
直ちに骨粗鬆症と診断し治療を開始します。骨
折は通常疼痛を伴うものですが，椎体骨折では
無症状で経過している人もいます。一時期「い
つのまにか骨折」とテレビCMで流れていた骨
折です。この診断には胸椎，腰椎の単純X線側
面像が有用です。椎体骨折の診断には各椎体の
形態を評価するSQ法が臨床の現場で役立ちま
す（図１）。Ｘ線装置は多くの医療機関に設置
されていますので，この図を活用して椎体骨折
の有無を評価し脆弱性骨折，骨粗鬆症の診断に
役立てていただきたいと思います。

骨粗鬆症の治療
　骨粗鬆症の治療は生活習慣に左右されること
がわかってきています。すなわち，喫煙や過
度の飲酒などの生活習慣の改善，カルシウム
の摂取や運動習慣の確立が望まれます。カルシ
ウムの摂取について日本人の推奨量は欧米人よ
り少なく，成人男性で700～800mg，女性では
650mgとされています。しかしながら現状のカ
ルシウム摂取量は男女とも500mg前後であり不
足しています。またビタミンＤがカルシウムの
吸収を促進しますが，大学病院の骨粗鬆症患者

ふなもと整形外科　舩
ふな

　元
もと

　太
た

　郎
ろう
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を対象に測定したところ，充足者はわずか４％
しかいませんでした。カルシウムとビタミンＤ
摂取の指導は重要な点です。骨粗鬆症薬には骨
形成薬と骨吸収抑制薬があり，骨吸収抑制薬の
ビスフォスフォネート製剤が第一選択薬となっ
ています。薬剤の特徴や選択については今年改
訂されるガイドラインを参考にしてください。
ちなみに各薬剤の臨床試験ではビタミンＤとカ
ルシウムを補充して実施されていることを付記
いたします。

女性の骨粗鬆症
　女性の骨粗鬆症患者数は男性の約３倍，60歳
以上の女性では３人に１人が骨粗鬆症を有して
いると考えられています。女性ホルモンは骨形
成，骨密度維持に働くため，閉経後女性ホルモ
ンの分泌が抑制されると骨代謝バランスが骨吸
収に傾き骨量が減少し骨粗鬆症リスクが高まり
ます。女性の人生を考えると閉経は避けられな
い現象ですから，閉経までにどれだけ骨量を維
持しておくかが重要となります。骨量の最大値

（peak bone mass；PBM）を迎える10代後半ま
でに積極的な情報提供を行い将来の骨粗鬆症，
骨折リスクを低減させることが必要です。本人
のみでなく保護者への情報提供が有用と考えら
れます。
　出産後に椎体骨折を来す症例に時々遭遇しま
す。出産後の椎体骨折を解析した報告では骨折

を来したのは全例母乳育児の症例で，母乳育児
で骨吸収が亢進すること，低骨密度であること
が明らかとなっています。出産前の骨密度，ひ
いては10代後半のPBMがいかに重要であるか
が示唆されます。

男性の骨粗鬆症
　男性では男性ホルモンが骨形成に働いてお
り，加齢とともに分泌量が減少すると骨量が減
少していきます。男性の骨粗鬆症有病率は女
性より低いために軽視されがちですが，本邦の
男性骨粗鬆症患者数は410万人と推計されてお
り，決して少ないわけではありません。男性の
骨粗鬆症性骨折では介護リスクが高まるとの報
告もあります。骨粗鬆症検診は女性のみを対象
にしている自治体がほとんどであり，スクリー
ニング体制は十分とはいえません。このような
背景のためか，男性では骨折後に骨粗鬆症と診
断される症例が多い印象があります。男性では
多職種が協同して２回目の骨折を予防するFLS
活動が女性以上に重要と考えられます。

最後に
　2025年には10年ぶりとなる骨粗鬆症のガイ
ドラインが改訂されます。新たな薬剤，知見を
もとに多くの診療科に有用なものになっている
と思いますので，ぜひ手にとって日々の診療に
お役立てください。

骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2015年版 P30
Genant HK, et al. J Bone Miner Res 1993より引用改変

図１．椎体変形の半定量
　　　的（SQ）評価法
骨折による椎体変形の程度を，
隣接椎体と比較した場合の
椎体高（前縁高，中央高ま
たは後縁高）または椎体面
積の減少率から判定する．
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診療メモ

宮崎県脳卒中・
心臓病等総合支援センター事業

目　的
　脳卒中，心臓病その他循環器病は我が国の主
要な死亡原因であり，両者を合わせると悪性新
生物に次ぐ死亡原因となっています（2021年
人口動態統計 厚生労働省）。要介護状態の原因
に占める割合は脳血管障害が16.1％，心疾患が
4.5％（2019年国民生活基礎調査）となってお
り，いずれも主要な原因です。宮崎県において
も2022年の死亡原因のうち心疾患が第２位，
脳血管疾患は第４位となっており，両疾患が県
民の生命や健康に重大な影響を及ぼしています。
　2018年12月に「脳卒中循環器病対策基本法」

（健康寿命の延伸などを図るための脳卒中，心
臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本
法）が成立し，都道府県ごとに循環器病対策推
進基本計画が策定されました。宮崎県でも健康
寿命の延伸，循環器病の年齢調整死亡率の減少
を目指す目的で，2024年３月に「第２期宮崎
県循環器病対策推進計画」を策定し，さまざま
な取組みが行われつつあります。
　これに関連し，2024年に厚生労働省の「脳
卒中心臓病等総合支援センターモデル事業」に
宮崎大学医学部附属病院が採択され，同年11月
よりホームページを公開し本格的に「宮崎県脳
卒中・心臓病等総合支援センター事業」を開始
いたしました。

脳卒中・心臓病等総合支援センターについて
　脳卒中の症状，治療法，後遺症に対するリハ
ビリテーション，再発や発症予防，退院後の日
常生活の送り方，仕事と治療の両立，治療費等
経済的問題など，脳卒中に罹患された患者や家
族はさまざまな問題を抱えることになります。
前述の循環器病対策推進計画にも「脳卒中患者
および家族への情報提供や相談支援」が明記さ
れ対応が必要です。それを具体化するため各医
療機関内に「患者支援センター」や「脳卒中相
談窓口」が存在しますが，それらを統括し，医
療機関や行政機関との連携を取り持つハブ機関
として「脳卒中・心臓病等総合支援センター」
が各都道府県に設立されつつあります（2025
年３月時点で全国37都道府県に設置済）。
　当センターでは脳卒中や心臓病の患者さんや
ご家族の悩みや困りごとを気軽にメールや電話
でお問合せいただける相談窓口を設けておりま
す。頂いた相談内容は担当の医師，看護師，薬
剤師，医療相談員，リハビリテーション専門職
員，管理栄養士，臨床心理士など多職種の専門
家で吟味し回答を行い，問題解決を図ります。
なお宮崎県内すべての相談内容に対応できませ
んので，当センターに届いた相談内容は地元医
療機関の患者相談支援センターとも共有させて
いただき，具体的な問題解決や支援は現地で受
けていただくこともあるかと思いますので，そ
の際は何卒ご協力をお願いいたします。

宮崎市 宮崎県脳卒中・心臓病等総合支援センター 脳卒中部門　田
た

　村
むら

　　　充
みつる

大
おお

　田
た

　　　元
はじめ
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脳卒中手帳配布について
　当センター事業の一環として，「宮崎県 脳卒
中手帳」を作成いたしました。宮崎大学医学部
附属病院内の脳卒中多職種連携チームが主体と
なり，脳卒中の症状や治療法，リハビリテー
ション，再発予防の薬剤治療，食事栄養管理，
脳卒中の地域連携体制など，患者さんやご家
族のみならず，一般市民や脳卒中専門外の医療
従事者の方々の日々の生活，診療に役立ててい

ただける内容となっております。一人でも多く
の方々が脳卒中に対する理解を深めていただけ
るよう県内の医療機関や行政機関に脳卒中手帳
を配布させていただきたいと考えておりますの
で，ぜひともご協力をお願い申し上げます。手
帳の配布をご希望の際は，郵送させていただき
ますので，恐れ入りますが，下記までお知らせ
ください。

宮崎県脳卒中・心臓病等総合支援センター
〒889‐1692
宮崎県宮崎市清武町木原5200
宮崎大学医学部附属病院内
TEL：0985‐85‐1909
e-mail：miyazakiscvsc1@med.miyazaki-u.ac.jp

文責：田村　充，大田　元，沖田典子
宮崎県脳卒中・心臓病等総合支援センター 脳卒中部門

脳卒中手帳より抜粋図１

図２　脳卒中手帳表紙
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宮大医学部学生のページ

令和７年度新歓委員会からのご報告

宮崎大学医学部 医学科４年　阿
あ

波
は

根
ごん

　直
なお

　杜
と

　今年度は医学科100名，看護学科62名の新入

生が入学しました。多くの新入生が４月５日の

新歓オリエンテーション，４月９日のオレンジ

パーク，４月13日の新歓BBQに参加し，幹部

を中心とした在学生で新入生を歓迎することが

できました。簡略ではありますが，今年度の新

歓で実施した上記のイベントについて報告させ

ていただきます。

　新入生にとって最初のイベントである新歓オ

リエンテーションを行いました。講義棟の303

教室を利用して，合わせて500人ほどの新入生

と在学生が集まりました。まず部活動紹介を行

いました。30を超える部活動が事前にチラシや

ムービーを準備し，新入生に各部活の雰囲気，

活動内容や新歓スケジュールをアピールする場

となりました。ラグビー部による寸劇，アカペ

ラサークルによる生演奏など，多種多様な部活

動のアピールがありました。リサイクル企画で

は，昨年度の卒業生から譲り受けた家具を50点

ほど用意し，新入生が気に入った家具を実際に

見て，抽選によって当選者を決めるという形を

とりました。座談会企画では，大学の食堂で，

机や椅子をお借りして，新入生と在学生で10人

のグループを作って円になり，お弁当を食べな

がら交流しました。新入生ならではの悩みや日

常生活についてなど，多岐にわたってさまざま

な話をすることができました。在学生と新入生

とのつながりができる有意義な交流であったと

思われます。新歓オリエンテーションの最後に

は新入生自己紹介企画を行いました。新入生に

前に出てきてもらい，名前，出身地，出身校，

中高の部活，気になっている部活，といった質

問に答えてもらいました。例年，この企画前に

新入生が帰ってしまうことが多くあったそうで

すが，今年はみんな残って自己紹介をしてくれ

ました。みんな緊張した面持ちでしたが，在学

生の盛り上げもあり，元気に話してくれまし

た。幹部の支えもあり，オリエンテーション全

体として大きなアクシデントもなく，円滑に実

施することができたと思います。こうして無事

に終えることができたのは，しっかりと引き継

ぎしてくださった昨年度の新歓長のおかげだと

感じます。また，来年度の新歓も幹部学年の雰

囲気に沿ったものにしてくれることと思います。

　次にオレンジパークについて報告させていた

だきます。このイベントはホテル清武で行わ

れ，梅田学園さんと幹部学年に当たる看護学科

２年生が協力して，看護学科の新入生を歓迎す
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るものです。豪華なバイキング形式の食事をと

りながら，テーブルごとで会話が弾んでいまし

た。最後には豪華景品をかけて早飲み対決やビ

ンゴ大会を実施し，後ろで見守っている私たち

も楽しい雰囲気を感じました。豪華なバイキン

グや景品を用意してくださった梅田学園さんに

大変感謝申し上げます。

　最後に新歓BBQについて報告させていただき

ます。昨年度と同様に宮崎ドライビングスクー

ルさんに協賛していただき実施することができ

ました。天気に恵まれ，青空の下で在学生がお

肉を焼いたり，カレーを作ったりし，新入生と

それらを食べながら交流しました。食事後は豪

華景品をかけたミニゲームを行い，新入生の楽

しそうな表情が見られました。お肉，カレー，

景品はすべて宮崎ドライビングスクールさんに

用意していただき，大変盛り上がりました。宮

崎ドライビングスクールさんに大変感謝申し上

げます。

　今年度の新歓期間は，新歓オリエンテーショ

ンが行われた４月５日から４月25日までの約３

週間となりました。先輩からのアドバイスや同

期の支えのおかげで無事に終了することができ

ました。今後のイベントも幹部中心となって邁

進いたしますので，温かい目で見ていただけれ

ば幸いです。

　以上，拙い文章となりましたが，新歓委員か

らの報告とさせていただきます。

新歓BBQの様子

今年度幹部の写真
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お知らせ
　県医師会から各郡市医師会へ送付しました文書についてご案内します。詳細につきまして
は，会員専用ページをご覧いただくか，所属郡市医師会へお問い合わせください。会員専
用ページを見るためにはユーザ名，パスワードが必要ですので，県医師会地域医療課（TEL 
0985－22－5118）にお問い合わせください。
　またMMA通信（県医師会から会員への情報提供メーリングリスト）でも本文書について
随時お知らせしていますので，まだご登録されていない会員の方はぜひご登録をお願いします。

送付日 文 　　　　 　書　  　　　　名

５月２日 ・医療機関へ通院中の方に対する特定健康診査の受診勧奨について（依頼）

・妊婦健康診査の公費負担の状況にかかる調査結果について

・『第24回IPPNW世界大会in長崎大会』のご案内

・介護サービス事業者経営情報データベースシステムの運用の一時停止について

・「ケアプランデータ連携システムフリーパスキャンペーンオンライン説明会実施レポー

　トの公開」について（情報提供）

・ポリオウイルスの取扱いに関する指針及びポリオウイルスに対する緊急時対応計画の策

　定について（周知）

・公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて

・「病原微生物検出情報」の送付について

・ゴールデンウィークの海外渡航者に対する感染症予防啓発について

５月９日 ・令和６年度診療報酬改定において経過措置を設けた施設基準の取扱いについて

・疑義解釈資料の送付について（その24）

・令和７年度におけるデータ提出加算（A245）及び外来データ提出加算等の取扱いについて

・社会医療法人，特定医療法人及び認定医療法人が満たすべき収入要件の見直し等について

・オープン病院事業法人（開放型病院等を開設する一般社団法人の医師会）及び福祉病院

事業法人（無料低額診療を行う一般社団・財団法人）が行う医療保健業に係る法人税非

課税措置における収入要件の見直しについて

・オンライン資格確認（資格確認限定型）のマイナ資格確認アプリにおける機能追加について

　（周知）

・「医療情報システム開発センター（MEDIS）が提供するリモート署名サービスの有料化

　に対する日本医師会の対応について」の補足

・医療の質向上のための体制整備事業への協力について（医療の質可視化プロジェクト）

・医療事故情報収集等事業事例報告新システム稼働の御案内について（周知依頼）

・療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部

　改正等について

・「第14回2025年度在宅を支える多職種交流会」案内の配布依頼について

・令和７年度職場の「健康経営」応援事業の実施について（依頼）
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送付日 文 　　　　 　書　  　　　　名

５月13日 ・新興感染症に対する医療提供体制調整業務への補助について

・令和７年度全国安全週間の実施に伴う協力依頼について

・認知症施策推進計画の策定促進について（情報提供）

・「介護人材確保・職場環境等改善事業に関するQ&A（第２版）」の送付について

・「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス，居宅療

養管理指導及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の

算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」の一部改正について

・ケアプランデータ連携システム５月16日㈮「まもなく受付開始！キャンペーン直前導入

　セミナー」開催のご案内（情報提供）

・新たに薬事審議会において公知申請に関する事前評価を受けた医薬品の適応外使用について

・レブリキズマブ（遺伝子組換え）製剤の最適使用推進ガイドライン（既存治療で効果不

　十分なアトピー性皮膚炎）の一部改正について（通知）

・ゾフルーザ錠20mgの使用期限の取扱いについて

・日本学校保健会が主催する研修会の開催要項の送付について（依頼）

５月16日 ・紙カルテ利用の診療所の電子化対応可能性に関する調査へのご協力のお願い（期間延長

　の再周知）

・オンライン資格確認の導入のための医療機関・薬局への財政支援について（周知依頼）

・MCDBによる医療法人の経営情報の電子的報告について（周知依頼）

・独立行政法人福祉医療機構の貸付利率の改定について

・独立行政法人福祉医療機構による物価高騰の影響を受けた医療施設等に対する優遇融資

　に係るQ&Aについて

５月20日 ・令和７年度医療施設等経営強化緊急支援事業（生産性向上・職場環境整備等支援事業）

　の内示等及びQ&A（第３版）について

・保険医療機関における書面掲示事項のウェブサイトへの掲載について

・物資の流通の効率化に関する法律に基づく努力義務規定等の施行について

・医療法第５条の２に基づく医師少数区域等で勤務した医師を認定する制度の周知について

　（依頼）

・「一般用SARSコロナウイルス抗原・インフルエンザウイルス抗原キットに係る一般用

　検査薬の製造販売承認申請の取扱いについて」の一部改正について

・「一般用新型コロナウイルス抗原定性検査キットに係る製造販売承認申請の取扱いにつ

　いて」の一部改正について
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送付日 文 　　　　 　書　  　　　　名

５月23日 ・「原則として医行為ではない行為」に関するガイドラインについて

・令和６年度介護報酬改定の効果検証及び調査研究に係る調査（令和６年度調査）の結果

　について（最終版・情報提供）

・各地域における１か月児・５歳児健診推進への協力について

・保険医療機関又は保険薬局の指定拒否並びに保険医又は保険薬剤師の登録拒否について

・疑義解釈資料の送付について（その25）

・疑義解釈資料の送付について（その26）

・「使用上の注意」の改訂について

・無痛分娩に関する取組の再周知について（情報提供）

・令和７年度宮崎県保健指導実施者初任者研修会の開催について（通知）

・医療事故情報収集等事業事例報告新システム稼働の御案内について

・アシミニブ塩酸塩製剤の使用に当たっての留意事項について

・ベランタマブマホドチン（遺伝子組換え）製剤の使用にあたっての留意事項について

・「じん肺健康診断及びじん肺管理区分の決定におけるDR（FPD）写真及びCR写真の取

　扱い等について」の一部改正について

５月28日 ・医療費助成の受給者証及び診察券のマイナンバーカードへの一体化に関する補助金の令

　和７年度の申請受付の開始について

・顔認証付きカードリーダーの故障時等におけるマイナ資格確認アプリの利用開始について

　（周知）

・新型コロナウイルス感染症患者等の公費支援等に係る取扱いについて（通知）

・百日せきの流行状況等を踏まえた，定期の予防接種の実施及び沈降精製百日せきジフテ

　リア破傷風混合ワクチンの安定供給に係る対応について

・黄熱予防接種巡回診療の開始について

５月30日 ・戸籍等の記載事項に氏名の振り仮名を追加することに伴う影響への対応について

　（情報提供）

・新型コロナウイルス感染症患者等の公費支援等に係る取扱いについて

・熱中症予防の普及啓発・注意喚起について

・令和７年度版「医療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリスト」及び「医

療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリストマニュアル～医療機関・事業

者向け～」について

・がん検診実施機関の登録及び精密検査機関の登録について（依頼）

・セマグルチド（遺伝子組換え）製剤の最適使用推進ガイドライン（肥満症）の一部改正

　について
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日州医事原稿募集のお知らせ
　日州医事では，会員の皆様から随筆，旅行記，ご意見などさまざまな投稿を随時受け付けており
ます。以下の要領に沿ってご投稿ください。

■ 随想・随筆・旅行記
　 字数：3,000字以内
　 写真：執筆者顔写真，その他本文に関連した写真・イラストなども掲載可

■ 短歌・俳句・川柳・詩
　 字数：それぞれの一般的な文字数（500字以内）
　 写真：執筆者顔写真，その他本文に関連した写真・イラストなども掲載可

■ 宮崎グルメ探訪
　 題材：お気に入りのお店をご紹介ください。お店の雰囲気やお薦めの料理，思い出話など
　 字数：800字程度
　 写真：執筆者顔写真，その他料理などの写真（２枚程）
　 ※掲載は白黒

■ 私の本/私が推薦する本
　 題材：書物の紹介，読みどころ，執筆の思い出・思い入れなど
　 字数：800字以内
　 写真：執筆者顔写真，書物の表紙写真

■その他
　・夏の「はまゆう随筆」，新年の「新春随想」はその時期に本誌で原稿募集の案内をいたします。
　・随筆などに掲載する，カット・イラストも随時募集しています。

～上記のコーナーにご投稿いただくにあたっての留意事項～
■掲載の可否・方法につきましては広報委員会にご一任ください。
■原稿の趣旨を変えない範囲で，日州医事のルールにしたがって表記などの修正をさせていただく
　場合があります。
■日州医事は，各都道府県医師会や行政・図書館・報道機関などにも配布しています。

■すべての投稿について
　広報委員会で以下のいずれかに該当すると判断した場合には，修正または掲載をご遠慮いただく
ことがあります。
・著作権をはじめ，法令に定める権利やプライバシーを侵害するもの
・誹謗中傷や差別など，他の団体，個人または読者に不利益や嫌悪感を与える可能性があるもの
・布教や政治活動など，特定の宗教上や政治上の信条に偏ったもの
・公序良俗に反し，法律で禁止されている行為など，その他不適切と判断されるもの
・事実誤認，難解，過度な宣伝広告など

【原稿送付・問合せ先】ご投稿は主にメールで受け付けております。
　宮崎県医師会広報委員会　日州医事担当 （弓削）
　Tel  0985‐22‐5118 　Fax 0985‐27‐6550 　E-mail  genko@miyazaki.med.or.jp
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　同じものを観ても，その人が置かれている状況で感じ
方が違います。５月に入って野球と映画を観てきまし
た。今回はそれらから私が感じ取ったメッセージを記さ
せていただきます。
　MRT招待野球を観に行きました。招待校の野球は打
てなくても点をとり，投手力と鍛えあげられた守備で守
り抜く野球でした。クリニックも守備が大切と感じまし

た。守備は練習すれば必ずうまくなります。上手な先輩が後輩に教える環境が重要で，チームで反省すればミス
が減り，カバーができます。優しいチームにしていきます。
　また，昨日，宮崎出身の漫画家東村アキコさん原作の映画「かくかくしかじか」を観てきました。原作者と恩
師との関わり合いの話でした。妻はこれまで関わってきた自分の恩師のことが思い返されて感動したと言ってい
ました。私は，人は死ぬんだなあ，いつか別れが来るのだなあと感じました。今の元気な時間は永遠ではない，
いつか，20年後，10年後，いや数年後，動けなくなるかもしれない。今，全力で診療ができていること，その
環境を作ってくれているスタッフ，家族，周囲の方々に感謝したいです。明日が来るのは当たり前のようです
が，そうではないのです。今のこの時を楽しんで，これからも楽しいことをやっていきたいと思っています。
　８月は大好きだった南野陽子に行ってきます。11月の矢沢永吉東京ドームは抽選待ちです。　　　　  （石田）

＊　　　　＊　　　　＊
　始業前や休憩時間にコーヒーを飲んで一息つくの
が習慣です。リラックスしたり気分を高めたりと仕
事のお供に愛飲していますが，コーヒー2050年問
題があり，気候変動の影響で収穫量が大幅に減り，
コーヒー不足に陥ると指摘されています。お茶も好
きですが，淹れる音や香りも魅力的なコーヒーに替
わるものはなかなか見つかりません。新たな産地の
開拓や生産者の収入確保などの取組みが功を奏しま
すように。　　　　　　　　　　　　　　　（横山）

＊　　　　＊　　　　＊
　大相撲夏場所は大関大の里が14勝１敗で２場所連
続通算４回目の優勝で幕を閉じました。大関での連
続優勝で横綱昇進を確実にしました。同郷の第54代
横綱輪島を超えて初土俵から所用14場所のスビード
出世で横綱を手にします。今場所は綱取り場所と言
われていましたが，圧倒的な強さで13日目には優
勝を決めました。千秋楽は全勝優勝がかかりました
が，横綱豊昇龍の前に初黒星を喫しました。新横綱
となる名古屋場所が楽しみです。大の里は石川県の
出身であり，被災地の能登の人々にとっても心の支
えとなるでしょう。　　　　　　　　　　　（高橋）

＊　　　　＊　　　　＊
　初めまして，６月号から学生委員を務めさせてい
ただきます宮崎大学医学部医学科４年の野間貫太と
申します。出身は宮崎市内で，趣味は筋トレときれ
いな景色を見に行くことです。最近中学時代の友人
が結婚したようで，自分もそのような年齢になって
しまったのかと時間の経つ速さに驚いています。小
さいころは20歳を過ぎると自然に大人になってい
くように思っていましたが，実際は全くそんなこと
はなく，周囲の人たちの進む速さとのギャップを感
じます。季節もすっかり夏らしくなってまいりまし
た。早く過ぎてしまう時間を大切に過ごしていきた
いと思います。　　　　　　　　　　　　　（野間）

　昨年度に引き続き，学生委員を務めさせていただ
きます宮崎大学医学部医学科５年の家村和奈です。
本年度もよろしくお願いいたします。先日，嵐の活
動終了が発表されました。私は小学２年生から嵐の
ファンです。今後５人での活動が見られなくなるこ
とは寂しいですが，それ以上に，これまでたくさん
楽しませてもらったことへの感謝の気持ちや，それ
ぞれの今後の道を応援したいという思いの方が強く
あります。国立競技場でのコンサートに一度は行っ
てみたかったので，最後に行けたら嬉しいです。

（家村）
＊　　　　＊　　　　＊

　大分県立美術館で開催されていたジミー大西さん
の展覧会『ホームタウン』を訪れました。絵や添え
られたコメントには，彼の温かい人柄が溢れていま
した。初期の作品には無数の“目”が描かれており，
芸能界という衆人環視の中で生きる苦しさが滲んで
いましたが，心境とともに少しずつ変化していく絵
も大変興味深いものでした。たまたまジミーさんが
在廊しており，握手までしてもらいましたが，その
手はぷにぷにとした，優しい掌でした。　　（永野）

＊　　　　＊　　　　＊
　ドライバーの飛距離低下は筋力の衰退に起因する
と考え，腹筋・背筋の再鍛錬が必要との結論に至り
ました。ストイックなトレーニングは嫌だなと思案
していたところ，“ながら筋トレ，巻くだけで体幹
を鍛える”という広告が目に留まりました。そうで
す，あのPowersuitです。少々高価格でしたが，結婚
記念日プレゼントとして購入してもらい，毎朝コー
ヒーを飲みながら40分ほどブルブルブルブルと励ん
でいます。２か月ほど経ち，ズボンベルトの穴が１
つ拡がりました。果たして腹筋群の盛り上がりか，
はたまた内臓脂肪の蓄積なのか？ 碧空に向かって飛
んでいくボールが答えを教えてくれるはずです。

（田畑）
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今　月　の　ト　ピ　ッ　ク　ス

　移住者の課題についてのお話です。2023年度，都城市の移住者数は「3,710人」に
達し，13年ぶりに人口増へ転じたことは記憶に新しいところですが，その後の雇用
や教育の問題が解決しないことには維持できなくなるでしょうから，我が県にとっ
ては重要な提言です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     16ページ

メディアの目　移住者の課題は雇用，教育
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（文責：菊池　英維）

　幸福度についてのお話です。何に重きを置くのか，先生方のお考えはいかがでし
ょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３ページ

会長のページ　幸福度

　山口和正先生による「贅沢な時間」では『ALWAYS 三丁目の夕日』のような懐
かしい思い出のお話です。谷口二郎先生や石橋俊秀先生には毎度新しいことを教え
ていただいております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６ページ

随　　筆

　医学部学生のイベントについても積極的にお知らせしてまいります。     19ページ

お知らせ　第22回宮崎大学医学部音楽祭

　舩元太郎先生による骨粗鬆症についての解説です。自分もそろそろ骨密度の測定
が必要かなと。ビタミンＤとカルシウムの補充を考えます。　　　　　     60ページ

診療メモ　骨粗鬆症
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